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は
じ
め
に

　

文
化
財
保
護
委
員
会
（
一
九
六
八
年
に
文
化
庁
）
で
は
、
事
業
の
一
環
と
し
て
、
戦

後
の
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
文
化
財
の
保
護
を
目
的
と
す
る
記
録
の
作
成
を
実
施
し

て
い
た
。
記
録
作
成
の
事
実
そ
の
も
の
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
編
『
文
化
財
保
護
の

歩
み
』
他
に
よ
っ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
実
際
と
な
る
と
、

い
ま
な
お
全
て
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い（

1
（

。
新
内
節
浄
瑠
璃
の
記
録
も
、

そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　

新
内
節
が
「
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
文
化
財
」
に
選
択
さ
れ
、
五
世

富
士
松
魯
遊
（
後
に
三
世
富
士
松
松
老
）、
二
世
鶴
賀
若
狭
掾
、
岡
本
文
弥
が
、
そ
の
関

係
技
芸
者
と
な
っ
た
の
は
、昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
三
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
前
出
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
に
拠
れ
ば
、
魯
遊
、
若
狭
掾
、
文
弥
ら
に
よ
る
新

内
節
の
「
技
の
記
録
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
度
と
昭
和
三
十
四
年
度
に
「
製
作
」
さ
れ

て
い
る
。
同
書
の
記
載
は
演
奏
者
と
収
録
し
た
曲
名
、
他
に
は
記
録
の
「
製
作
年
度
」

で
あ
っ
て
、
録
音
年
月
や
収
録
場
所
等
の
詳
細
ま
で
は
分
ら
な
い
。

　

東
京
文
化
財
研
究
所
は
、文
化
財
保
護
委
員
会
が
作
製
し
た「
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
」

の
内
、
新
内
節
に
関
し
て
は
六
枚（

（
（

を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
曲
目
は
、『
文
化
財
保
護
の

歩
み
』
記
載
の
昭
和
三
十
二
年
度
製
作
「
白
む
く
」「
あ
わ
し
ま
」「
夕
霧
」「
尾
上
伊
太

八
」（
同
書
掲
載
順
）
と
一
致
す
る（

3
（

。

　

本
名
題
（『
日
本
音
楽
大
事
典
』
所
収
「
新
内
節
曲
目
表
」
参
照
）
の
五
十
音
順
に
掲

げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

帰
咲
名
残
命
毛　

か
え
り
ざ
き
な
ご
り
の
い
の
ち
げ
「
尾
上
伊
太
八
」

　
　

廓
文
章　
　
　
　

く
る
わ
ぶ
ん
し
ょ
う
「
夕
霧
」

　
　

傾
情
音
羽
滝　
　

け
い
せ
い
お
と
わ
の
た
き
「
あ
わ
し
ま
」

　
　

恋
衣
対
白
無
垢　

こ
い
ご
ろ
も
つ
い
の
し
ろ
む
く
「
白
む
く
」

　

い
ず
れ
も
新
内
節
浄
瑠
璃
の
古
典
で
あ
り
、
初
世
鶴
賀
若
狭
掾
（
一
七
一
七
―
一
七

八
六
）
の
自
作
自
曲
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。『
廓
文
章
』
に
つ
い
て
は
、初
世
富
士
松
魯
中
（
一

七
九
七
―
一
八
六
一
）
に
よ
る
改
作
も
伝
わ
る
。
新
内
節
の
正
本
（
稽
古
本
）
は
、
多

く
が
刊
年
未
詳
で
あ
る
。
成
立
年
や
初
演
年
に
関
し
て
は
、
作
品
個
々
の
考
証
が
必
要

と
な
る（

5
（

。
右
四
曲
の
初
演
年
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

　　

本
稿
は
昭
和
三
十
二
年
度
に
文
化
財
保
護
委
員
会
が
作
成
し
た
新
内
節
の
記
録
（
録

音
）
の
解
題
で
あ
る
。
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
に
は
、
マ
ト
リ
ク
ス
や
製
品
番
号
に
類

す
る
固
有
番
号
が
、
レ
ー
ベ
ル
に
も
盤
面
に
も
無
い
。
隅
付
括
弧
【　

】
は
東
京
文
化

〔
資
料
紹
介
〕

新
内
節
四
曲
―
昭
和
三
十
二
年
度
文
化
財
保
護
委
員
会
作
成
記
録
よ
り
―

飯　
　

島　
　
　
　
　

満
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財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
で
の
資
料
番
号
で
あ
る
。
収
録
時
間
は
繋
ぎ
処
理
を
し
た

後
の
凡
そ
の
演
奏
時
間
で
あ
る
。

　

各
曲
個
別
の
成
立
事
情
（
実
説
の
有
無
）
や
筋
立
て
等
々
に
関
し
て
は
、
一
般
的
な

参
考
図
書
で
参
照
で
き
る
こ
と
か
ら
、
最
低
限
必
要
な
場
合
を
除
き
、
言
及
し
な
い
こ

と
と
す
る
。

　

参
考
資
料
と
し
て
、
各
曲
の
浄
瑠
璃
詞
章
を
掲
出
す
る
。
録
音
か
ら
の
書
き
起
こ
し

に
際
し
て
は
、
既
刊
の
活
字
本
や
レ
コ
ー
ド
解
説
書
等
を
参
照
し
た
。

　

詞
章
本
文
の
凡
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一
、
本
文
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
、
振
り
仮
名
は
現
代
仮
名
遣
い
と
す
る（

6
（

。

　
　

一
、
漢
字
表
記
は
基
本
的
に
通
行
の
字
体
（
常
用
漢
字
）
を
用
い
る
。

　
　

一
、
句
点
は
文
意
や
韻
律
に
配
慮
し
て
付
す
こ
と
と
す
る
。

　
　

一
、
改
行
は
主
に
人
物
の
替
り
に
留
意
し
て
施
す
こ
と
と
す
る
。

　
　

一
、
曲
節
上
、
コ
ト
バ
と
な
る
個
所
は
こ
れ
を
明
示
す
る（

（
（

。

　
　

一
、
三
味
線
の
前
弾
き
や
合
の
手
の
類
は
注
記
し
な
い
。

一　

帰
咲
名
残
命
毛
（
尾お
の
え上
伊い

太だ

八は
ち

）

　　

本
作
の
通
称
は
、
登
場
人
物
、
堺
屋
尾
上
と
玉た

ま
き
や

木
屋
伊
太
八
に
よ
る
。

　

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
、三
〇
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ【3（-（（9

】と
二
五
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ【3（-（80
】

で
、
全
レ
コ
ー
ド
二
枚
四
面
。
第
一
面
の
録
音
末
尾
と
第
二
面
の
録
音
冒
頭
、
お
よ
び

第
三
面
の
録
音
末
尾
と
第
四
面
の
録
音
冒
頭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
・
フ
ェ

イ
ド
イ
ン
で
演
奏
の
一
部
が
重
な
っ
て
い
る（

8
（

。

　

後
述
の
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
三
種
に
お
い
て
も
、
同
様
に
盤
面
の
表
と
裏
を
跨
い

だ
録
音
の
重
複
が
確
認
で
き
る
。
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
規
格
に
合
わ
せ
て
計
画
さ
れ
た
記

録
作
成
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。録
音
テ
ー
プ
が
当
初
の
収
録
媒
体
だ
っ

た
の
で
あ
り
、
資
料
の
保
全
を
目
的
に
、
複
写
物
と
し
て
は
テ
ー
プ
よ
り
も
利
便
性
が

高
い
レ
コ
ー
ド
も
製
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』の「
製
作
年
度
」は
、

そ
の
記
録
を
作
成
し
た
「
年
度
」
で
あ
っ
て
、お
そ
ら
く
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
「
製

作
年
度
」
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
当
研
究
所
へ
の
受
入
れ
が
一
九
六
〇
年
二
月
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
レ
コ
ー
ド
製
作
が
記
録
作
成
後
の
程
無
い
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
の
は

確
実
で
あ
る
。

　

レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
鉛
筆
の
横
書
き
で
「
新
内
節
／
帰
咲
残
命
毛
」（
曲
名

表
記
マ
マ
）
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

　

演
奏
者
は
、『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
に
拠
れ
ば
、
浄
瑠
璃
が
二
世
鶴
賀
若
狭
掾
（
鶴

賀
八
代
目
家
元
）
と
鶴
賀
須
磨
太
夫
（
後
に
鶴
賀
新
派
四
世
鶴
賀
新
内
）
の
掛
合
。
三

味
線
は
鶴
賀
鶯
中
と
鶴
賀
繁
三
郎
（
後
に
鶴
賀
十
代
目
家
元
鶴
賀
若
狭
）
で
、
後
者
の

繁
三
郎
が
上
調
子
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
収
録
時
間
は
約
五
八
分
半
。

　

「
尾
上
伊
太
八
」
は
、「
明
烏
」「
蘭
蝶
」
と
共
に
新
内
節
の
「
代
表
的
作
品
の
一
つ
」

（
日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新
内
全
集
』）
と
さ
れ
、端
物
の
中
で
は
長
編
の
部
類
に
入
る
。

現
在
演
奏
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
本
（
稽
古
本
）
の
三
分
の
二
ほ
ど
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
の
前
半
部
分（

9
（

は
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
の
だ
と
い
う
。
眼
目
と
な
る
ク
ド

キ
、
尾
上
の
「
会
い
初
め
て
よ
り
一
日
も
」
と
「
尾
上
は
い
と
ど
し
や
く
り
上
げ
」、
伊

太
八
の
「
僅
か
な
筆
の
命
毛
で
」
が
、
後
半
に
配
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
「
尾
上
伊
太
八
」
は
、
前
半
か
ら
通
し
た
演
奏
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
掛
合
の
分
担
は
、
こ
の
録
音
で
の
登
場
人
物
五
人
の
内
、
須
磨
太
夫
が
尾

上
を
、
若
狭
掾
が
尾
上
以
外
の
伊
太
八
・
喜
助
（
猪
牙
助
）
ほ
か
を
語
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る（

（（
（

。
本
レ
コ
ー
ド
以
外
の
実
演
記
録
と
の
比
較
に
よ
り
、
後
半
の
伊
太
八
の
ク
ド

キ
に
お
い
て
、「
茶
屋
船
宿
の
付
届
け
」
に
続
く
一
節
「
遣
手
禿
に
仕
着
せ
ま
で
」
が
省

略
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
結
び
の
詞
章
は
、
現
行
の
「
と
も
に
着
替
へ

る
晴
小
袖
」
で
は
な
く
、正
本
通
り
の
「
と
も
に
着
替
へ
る
死
用
意
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、

こ
こ
だ
け
は
若
狭
掾
と
須
磨
太
夫
が
同
音
で
語
っ
て
い
る
。
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前
半
と
後
半
を
通
し
た
「
尾
上
伊
太
八
」
の
演
奏
で
、
こ
れ
ま
で
に
市
販
さ
れ
て
き

た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が
三
点
あ
る
。
鶴
賀
徳
之
助
ほ
か
に
よ
る
録
音（

（（
（

）、
岡
本
文
弥
ほ
か
に

よ
る
録
音（

（（
（

、
富
士
松
小
照
ほ
か
の
録
音（

（（
（

で
あ
る
。

　

鶴
賀
徳
之
助
は
須
磨
太
夫
の
弟
で
、
と
も
に
三
世
鶴
賀
鶴
賀
斎
に
師
事
し
て
い
る
。

語
り
出
し
が
「
廓
評
判
と
り
ど
り
の
」
で
は
な
く
、
そ
の
少
し
先
の
喜
助
の
出
「
は
や

昼
見
世
も
引
け
頃
に
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
前
述
し
た
「
遣
手
禿
に
仕
着
せ
ま
で
」

が
省
略
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
除
け
ば
、
詞
章
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
文
化
財
保
存

レ
コ
ー
ド
と
大
き
く
変
る
と
こ
ろ
は
無
い
。

　

勿
論
、
両
者
の
詞
章
に
は
部
分
的
局
所
的
な
異
同
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
い
く
つ
か

を
次
に
掲
出
す
る
。
上
段
が
文
化
財
レ
コ
ー
ド
の
詞
章
で
あ
る
。

　
　

お
つ
と
と
と
言
ふ
ま
い
。　
　
　
　
　
　
　

お
つ
と
言
ふ
ま
い
。

　
　

衆
道
の
気
見
合
ぢ
や
。　
　
　
　
　
　
　
　

衆
道
の
気
見
合
ぢ
や
が
。

　
　

お
い
ど
を
痛
め
た
か
お
さ
ん
殿
。　
　
　
　

あ
い
た
痛
い
か
お
さ
ん
殿
。

　

本
文
批
判
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
と
ど
め
、
詳
細
な
校

異
の
一
々
は
列
挙
し
な
い
こ
と
と
す
る
（
岡
本
文
弥
ら
の
「
尾
上
伊
太
八
」
に
つ
い
て

も
同
断
）。

　

岡
本
文
弥
ほ
か
に
よ
る
録
音
は
、
語
り
出
し
こ
そ
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
と
同
じ
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
先
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
詞
章
を
刈
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ

る
。
具
体
に
は
、
前
半
で
の
「
は
や
昼
見
世
も
引
け
頃
に
」
か
ら
「
案
じ
ゐ
る
こ
そ
道

理
な
れ
」
ま
で
と
、
後
半
で
の
「
か
た
じ
け
な
い
ぞ
や
嬉
し
い
ぞ
や
」
か
ら
「
ふ
つ
ふ

つ
恨
み
と
思
は
ぬ
と
」
ま
で
の
二
箇
所
が
省
か
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
前
半
で
の
省
略

箇
所
、
喜
作
の
戯
れ
歌
「
観
音
さ
ん
へ
願
か
け
て
」
と
、
本
作
の
実
説
を
暗
示
す
る
噂

話
「
心
中
し
損
ひ
」
の
周
辺
は
、
国
立
劇
場
の
邦
楽
公
演
で
本
作
の
前
半
が
取
り
上
げ

ら
れ
た
「
邦
楽
鑑
賞
会
」、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
十
月
第
六
九
回（

（（
（

と
平
成
十
四
年
十

月
第
一
二
〇
回（

（（
（

で
も
、
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
収
載
の
詞
章
に
拠
る
限
り
、
演
奏
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
上
演
機
会
の
少
な
い
前
半
部
分
で
も
、
時
間
的
な
制
約
等
々

の
事
由
で
、
さ
ら
に
抜
き
差
し
の
対
象
と
さ
れ
や
す
い
箇
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

富
士
松
小
照
ほ
か
に
よ
る
録
音
は
、
演
奏
時
間
が
二
時
間
を
超
え
る（

（（
（

。
収
録
に
文
化

財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
倍
以
上
の
時
間
を
要
し
た
最
大
の
理
由
は
、現
行
の
語
り
出
し
「
廓

評
判
と
り
ど
り
の
」
の
前
に
配
さ
れ
て
い
た
廓
の
情
景
を
描
く
置
き
浄
瑠
璃
、
及
び
現

行
の
結
句
「
と
も
に
着
替
へ
る
死
用
意
（
晴
小
袖
）」
の
後
に
本
来
は
配
さ
れ
て
い
た
団

円
（
心
中
場
面
を
含
む
）
の
奏
演
に
あ
る
。
前
者
の
置
き
浄
瑠
璃
に
つ
い
て
は
、
岡
本

文
弥
『
遊
里
新
内
考
』
に
「
現
在
語
り
出
し
の
部
分
は
廃
曲
で
〽
廓
評
判
と
り
ど
り
の

─
か
ら
残
っ
て
お
り
ま
す
」、
後
者
に
つ
い
て
も
同
書
に
「
共
に
着
換
え
る
死
用
意
…

…
で
す
べ
て
が
終
わ
り
ま
す
。
そ
の
後
の
部
分
は
廃
曲
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
る
。
置
き
浄
瑠
璃
と
団
円
は
、
レ
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
収
載
の
詞
章
に
拠
れ
ば
、

ほ
ぼ
正
本
通
り
の
文
章
で
録
音
し
て
い
る
。
復
曲
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
の
「
尾
上
伊
太
八
」
の
詞
章
は
、
原
典
で
あ
る
正
本
と
は
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。

大
半
の
伝
統
芸
能
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
伝
承
の
過
程
で
後
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て

き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
富
士
松
小
照
ほ
か
に
よ
る
録
音
も
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
部
分

に
つ
い
て
は
、
こ
と
さ
ら
正
本
に
復
す
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
目
立
つ
よ
う

な
文
章
の
刈
り
込
み
が
殆
ど
無
い
録
音
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
現
在
で
は
解
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
語
句
の
省
略
あ
る
い
は
変
更
が
確
認
で
き
る（

（（
（

。

　

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
「
尾
上
伊
太
八
」
は
、
収
録
当
時
は
完
演
に
近
い
唯
一
の

実
演
記
録
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
な
お
伝
承
部
分
に
関
し
て
は
省
略
や
変

更
箇
所
の
最
も
少
な
い
録
音
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

〽
廓
評
判
と
り
ど
り
の
。

〽
堺
屋
尾
上
は
伊
太
八
に
。
深
い
恋
路
の
物
思
ひ
。
表
座
敷
に
た
だ
一
人
。
差
し
う
つ

む
い
て
ゐ
た
り
し
が
。
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〽
は
や
昼ひ

る
み
せ

見
世
も
引
け
頃
に
。
廊
下
を
ガ
タ
ガ
タ
。
堀
の
喜
作
と
仇あ

だ
な名

さ
へ
世
に
し
れ

者
の
猪ち

よ
き
す
け

牙
助
が
。
尾
上
が
そ
ば
へ
走
り
寄
り
。
〽詞

コ
レ
申
し
。
起
き
な
起
き
な
。
〽
と

揺
す
れ
ば
。

〽詞

オ
ヽ
こ
は
。

〽詞

ア
ヽ
い
や
。
怖
い
事
は
何な

ん

に
も
な
い
。
か
の
八は

ツ
つ
アさ

ん
が
お
出
で
。
知
ら
せ
に
来
や
し

た
。

〽詞

エ
ヽ
ほ
ん
に
か
え
。

〽詞

ソ
ー
リ
ヤ
そ
り
や
そ
り
や
。
嬉
し
い
か
嬉
し
い
か
。

〽詞

ア
イ
。
な
ぜ
一
緒
に
連
れ
ま
し
て
来
て
下
さ
ん
せ
ぬ
。
大お

お
も
ん門

へ
か
し
く
を
付
け
て
置

い
た
の
に
。

〽詞

お
つ
と
と
と
言
ふ
ま
い
。
如
才
は
な
い
。
い
ま
仲
の
町
で
連
れ
衆し

ゆ

が
呼
び
か
け
話
を

し
て
ぢ
や
。
追お

つ
つ付

け
こ
こ
へ
ご
ざ
ん
せ
う
。
〽
少
し
も
気
づ
か
ひ
無
い
わ
い
な
。
か
う

言
ふ
た
な
ら
。
叱
ら
ん
せ
う
か
は
知
ら
ね
ど
も
。
〽詞

男
が
男
に
惚
れ
る
の
は
。
少
し

衆し
ゆ
ど
う道

の
気き

み
あ
い

見
合
ぢ
や
。
か
の
八は

ツ
つ
アさ

ん
の
事
な
れ
ば
。
も
う
も
う
も
う
玉
の
命
も
捨
て
や

す
。
よ
く
よ
く
ぢ
や
と
〽
思
は
ん
せ
。
観
音
さ
ん
へ
願
か
け
て
。
雉き

じ子
を
食
べ
ま
す
ま

い
の
唐か

ら
い
ち
ご苺

。
サ
ア
サ
何
と
せ
う
か
。
ど
せ
う
か
い
な
。
〽詞

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
。
ヤ
ほ
ん
に

心
中
し
損そ

こ
な

ひ
。
曝さ

ら

さ
れ
た
者
を
見
た
が
。
女
の
よ
い
ば
つ
か
り
で
。
あ
ん
な
男
は
な
か

つ
た
。と
か
う
言
ふ
た
と
て
必
ず
気
に
か
け
て
下
ん
す
な
〽
と
。先
を
知
ら
せ
る
口く

ち
う
ら占

は
。

一
杯
機
嫌
に
猪ち

よ
き
す
け

牙
助
が
。
気
さ
く
に
任
せ
て
ベ
ラ
ベ
ラ
と
。
阿あ

は
う呆

た
ら
た
ら
言
ひ
け

れ
ば
。

〽
尾
上
は
胸
に
ひ
し
ひ
し
と
釘
打
つ
如
く
。
辻つ

じ
う
ら占

が
も
し
や
当
り
は
せ
ま
い
か
と
。
心

で
心
を
取
り
直
し
。
案
じ
ゐ
る
こ
そ
道
理
な
れ
。

〽
世
の
中
の
儘ま

ま

に
な
ら
ぬ
を
浮
世
と
は
。
誰た

が
言
ひ
置
き
し
言
の
葉
や
。
ほ
だ
し
心
の

伊
太
八
は
。
明あ

す日
の
浮
名
を
包
み
か
ね
。
様
々
胸
の
苦
し
み
に
気
も
抜
け
果
て
。
う
か

う
か
と
馴な

じ
み染

の
家う

ち

も
目
に
付
か
ず
。
行ゆ

き
過
ぎ
ん
と
し
た
り
し
を
。

〽
か
し
く
は
そ
の
ま
ま
引
き
止
め
て
。
〽詞

エ
ヽ
性し

よ
う
わ
る悪

な
。
早は

よ

う
二
階
へ
行
か
ん
せ
。
〽

と
そ
そ
り
立
て
て
ぞ
入
り
に
け
る
。

〽詞

そ
り
や
八は

ツ
つ
アさ

ん
が
お
出
で
ぢ
や
〽
と
。
喜
作
は
機
嫌
に
立
ち
騒
ぐ
。

〽
見
る
よ
り
尾
上
は
寄
り
添
ひ
て
。
今
日
は
取
り
分
け
色
々
と
。
言
ふ
こ
と
聞
く
こ
と

た
ん
と
あ
る
。
そ
の
約
束
で
今け

さ朝
早は

よ

う
来
さ
ん
す
筈は

ず

ぢ
や
な
い
か
い
な
。
文ふ

み

に
も
言
ふ

て
や
る
通
り
。
身
請
け
の
談だ

ん
こ
う合

き
は
ま
ら
ば
。
明あ

す日
か
ら
見
世
を
引
き
や
ん
す
。
そ
れ

に
今
ま
で
私わ

た
し

を
ば
一
日
待
た
せ
て
置
か
ん
し
た
。
言
ひ
交
し
た
る
言
の
葉
も
。
厭い

や

な
ら

厭い
や

と
言
は
し
や
ん
せ
。
エ
ヽ
さ
り
と
は
邪じ

や
け
ん慳

な
人ひ

と

さ
ん
と
。
男
の
膝
に
抱い

だ

き
付
き
。
人

目
も
恥
ぢ
ず
泣
き
ゐ
た
る
。

〽詞

ホ
ヽ
ウ
も
つ
と
も
さ
り
な
が
ら
。
人
の
言
ふ
こ
と
聞
き
も
せ
で
。
滅
多
に
泣
い
て
威お

ど

す
の
か
。俺
も
少
し
気き

む
づ
か難

し
く
。今け

さ朝
や
う
や
う
と
枕
を
上
げ
。堀
ま
で
は
来
た
れ
ど
も
。

顔か
ほ
つ
き付

が
悪
い
と
言
ふ
て
。
喜
作
が
所と

こ

で
一
つ
飲
み
。
元
気
な
お
し
て
こ
こ
ま
で
は
来
た
。

〽詞

サ
ア
。
そ
ん
な
ら
夕
べ
帰
ら
ず
に
。
ど
こ
ぞ
に
泊
つ
て
ゐ
た
で
あ
ろ
。
サ
ア
サ
言
は

し
や
ん
せ
。
言
は
し
や
ん
せ
。

〽詞

エ
ヽ
な
ん
の
い
な
う
。
内
か
ら
ず
つ
と
。

〽詞

エ
ヽ
嘘
ば
つ
か
り
〽
と
。
持
つ
た
る
煙き

せ
る管

振
り
上
ぐ
れ
ば
。

〽
遣や

り
て手

の
さ
ん
が
聞
き
付
け
て
。
〽詞

ま
た
尾
上
さ
ん
気
の
短
い
。
〽
と
も
ぎ
取
れ
ば
。

〽
猪ち

よ
き
す
け

牙
助
喜
び
。
〽詞

コ
ウ
コ
ウ
お
さ
ん
殿
。
ヤ
出
来
た
出
来
た
。
大で

え
じ事

の
兄き

よ
う
で
え弟

分
を

対ず
し
お
う
ま
る

王
丸
に
す
る
の
か
い
。
コ
レ
お
さ
ん
殿
。
金か

ね
も
う儲

け
が
強つ

お

い
か
し
て
。
さ
つ
き
に
か
ら
。

こ
の
座
敷
へ
は
見
え
な
ん
だ
な
う
。

〽詞

イ
エ
イ
ナ
ア
。
今
日
は
女じ

よ
ろ郎

さ
ん
方
に
頼
ま
れ
て
。
観
音
さ
ん
か
ら
大
師
さ
ん
。

〽
と
言
ふ
を
幸
い
猪ち

よ
き
す
け

牙
助
が
。
〽詞

コ
レ
お
さ
ん
殿
。
お
前め

え

の
心
意
気
を
。
ち
よ
び
と

モ
ン
サ
イ
で
洒
落
や
ん
せ
う
。
〽
と
三
味
線
押
つ
取
り
。
さ
れ
ば
に
や
。
こ
れ
は

ま
た
女じ

よ
ろ
し
ゆ

郎
衆
の
頼
み
に
任
せ
つ
つ
。
遣
手
の
お
さ
ん
が
そ
れ
よ
り
も
。
愛
宕
山さ

ん

か
ら
地

蔵
菩
薩
。
上
野
に
は
元が

ん
ざ
ん
り
よ
う
だ
い
し

三
両
大
師
。
は
だ
し
で
七な

の
か日

の
願が

ん
が掛

け
で
。
笠か

さ
も
り守

稲
荷
さ
へ
参
る

と
て
。
滑
つ
て
転
ん
だ
が
谷や

な
か
み
ち

中
道
。
お
い
ど
を
痛
め
た
か
お
さ
ん
殿
。
お
尻
を
抱か

か

え
て
戻

ら
る
る
。
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〽詞

ハ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
面
白
い
。
浮
い
て
来
た
。
お
さ
ん
。
喜
作
。
一
つ
飲
み
や
。
〽
ひ
ら

り
と
紙か

み
ば
な花

二
三
枚
。
枕
に
あ
て
て
転う

た

た
寝ね

の
。
話
の
中う

ち

に
高た

か
い
び
き鼾

。
揺
す
れ
ど
起
こ
せ
ど

他た
わ
い愛

な
し
。

〽
喜
作
は
遣や

り
て手

と
睨に

ら

み
く
ら
。
〽詞

コ
レ
お
さ
ん
殿
。
旦
那
は
寝
る
。
尾
上
さ
ん
も
淋
し

か
ろ
。
ま
ず
二
文も

ん
し
も
ん

四
文
の
腕
押
し
で
も
せ
う
か
い
の
。

〽詞

ハ
テ
訳
も
な
い
。
明あ

す日
の
迎
ひ
も
あ
ら
う
し
。
も
う
引ひ

け

四
つ
も
打
つ
た
ぞ
や
。

〽詞

オ
ヽ
そ
れ
よ
。
よ
う
気
を
付
け
て
下
ん
し
た
。
〽
と
手
を
差
し
出
だ
し
。
指
を
折
り
。

〽詞

ま
ず
二
丁
目
の
二ふ

た
あ
り人

一
座
。
角す

み
ち
よ
う町

の
お
屋や

し
き
し
ゆ

敷
衆
。
新し

ん
ち
よ
う町

の
九く

ろ郎
さ
ん
。
京
町ま

ち

の

旅た
び
び
と
し
ゆ

人
衆
。
江
戸
町ち

よ
う

は
。
オ
ヽ
こ
こ
よ
。
〽
と
何
を
言
ふ
や
ら
後あ

と
さ
き先

の
つ
ま
ら
ぬ
酒
に
ふ

ら
ふ
ら
と
。
提
灯
片
手
に
引
つ
提
げ
て
。
〽詞

尾お

の上
さ
ん
。
御げ

し寝
な
れ
。
お
さ
ん
殿
。
お

休
み
。
〽
お
さ
ん
ば
え
。
潜く

ぐ

り
半
分
開あ

け
な
が
ら
。
声
高た

か
だ
か々

と
。
お
い
ら
は
今
か
ら
。
ど

う
し
た
も
ん
だ
。
ど
う
し
た
も
ん
だ
え
。
し
よ
ん
が
え
。
足
も
し
ど
ろ
に
出
で
て
行
く
。

〽
お
さ
ん
は
そ
こ
そ
こ
片
付
け
て
。
〽詞

サ
ア
。
起
こ
し
ま
し
て
お
床と

こ

へ
入
れ
。

〽詞

イ
ヽ
エ
。
矢や

つ
ぱ張

り
か
う
し
て
お
か
し
や
ん
せ
。

〽詞

ア
イ
。
私
も
行い

つ
て
休
み
ま
し
よ
。
お
前
も
お
休
み
〽
な
さ
ん
せ
と
。
ド
タ
ド
タ
降

り
る
箱は

こ
ば
し
ご

梯
子
。

〽
後
に
尾
上
は
伊
太
八
が
顔
つ
く
づ
く
と
う
ち
な
が
め
。
〽詞

わ
し
と
言
ふ
者
な
い
な
ら

ば
。
か
う
し
た
身
に
は
な
ら
ん
す
ま
い
。
親
御
さ
ん
の
御
勘
気
も
み
ん
な
私
が
〽
仕し

わ
ざ業

ぞ
や
。
逢
ひ
初
め
て
よ
り
一
日
も
。
烏
の
鳴
か
ぬ
日
は
あ
れ
ど
。
お
顔
見
ぬ
日
は
無
い

わ
い
な
。
し
げ
し
げ
逢
へ
ば
お
宿
の
首
尾
。
悪
し
き
は
胸
に
知
り
な
が
ら
。
好
い
た

が
因
果
。
つ
か
の
間
も
そ
ば
離
る
る
が
い
や
ま
し
て
。
朝
の
帰
り
も
ま
だ
早
い
。
も
う

一い
つ
ぷ
く服

と
抱
き
締
め
し
。
そ
の
言
の
葉
が
居
続
け
と
。
し
げ
り
し
ゆ
え
に
お
前
の
身
。
仇

と
な
し
ゆ
く
悲
し
や
な
。
許
し
て
下
ん
せ
八は

ツ
つ
アさ

ん
と
。
手
を
合
は
せ
伏
し
拝
み
。
思
は

ず
わ
つ
と
泣
き
出い

だ

す
。

〽詞

コ
レ
や
か
ま
し
い
。
静
か
に
い
や
。

〽詞

ヤ
ア
。
お
前
は
よ
う
寝
て
。

〽詞

ハ
テ
。
ど
う
寝
ら
れ
う
ぞ
。
ま
ず
こ
ち
へ
お
ぢ
や
。
〽
と
床
の
内
。
あ
た
り
の
襖
立

て
込
め
て
。
し
ば
し
物
を
も
言
は
ざ
り
し
が
。
〽詞

誠
に
古
人
の
言
ひ
置
き
し
。
人に

ん
が
い界

の

栄
枯
は
あ
ざ
な
へ
る
縄
の
如
く
水
上
の
泡
に
似
た
り
。
こ
の
頃
は
夜
の
目
も
合
は
ず
。

食
事
さ
え
胸
を
通
さ
ぬ
〽
身
請
け
沙
汰
。
家
に
か
へ
親
に
か
へ
。
身
に
も
か
へ
た
る
そ

な
た
を
ば
。
人
手
へ
渡
す
が
悔
し
さ
に
。
〽詞

様
々
才
覚
し
て
み
れ
ど
。
押
し
詰
つ
た
る

金
の
事
。
誰た

れ

に
談だ

ん
こ
う合

す
る
あ
て
も
。
内
証
を
知
つ
た
は
そ
な
た
ば
か
り
。
生
れ
付
い
た

る
商あ

き
ゆ
う
ど人

さ
え
今
の
世
渡
り
過
ぎ
に
く
い
。
ま
し
て
や
昨き

の
う日

今
日
ま
で
も
武
家
で
育
つ
た

俺
が
こ
と
。
勘
当
受
け
て
〽
丸
二
年
。
僅
か
な
筆
の
命
毛
で
。
住
み
永
ら
へ
る
そ
の
日

過
ぎ
。
男
の
身
で
さ
へ
生
き
に
く
い
に
。
か
う
し
た
勤
め
の
そ
の
中
で
。
物も

の
び日

節
句
も

相
応
に
。茶
屋
船
宿
の
付
届
け
。表
向
き
を
ば
俺
が
名
で
。み
ん
な
そ
な
た
の
才
覚
ぞ
や
。

送
つ
て
出
や
る
肌は

だ
う
す薄

な
姿
を
見
れ
ば
胸
一
杯
。
昔
の
身
な
ら
ど
の
様
に
も
。
仕
様
模
様

も
知
つ
た
れ
ど
。
こ
の
身
に
な
つ
て
は
一い

ち
ご
ん言

の
言
葉
の
礼
よ
り
他
は
な
い
。
か
た
じ
け

な
い
ぞ
や
嬉
し
い
ぞ
や
。
と
て
も
こ
の
身
は
埋
れ
木
の
。
末
の
案
じ
も
そ
な
た
の
た
め
。

今
度
の
事
が
首
尾
し
て
か
ら
。先
へ
行
き
や
れ
ば
玉
の
輿
。わ
が
身
の
出
世
と
喜
ぶ
ぞ
や
。

ふ
つ
ふ
つ
恨
み
と
思
は
ぬ
と
。
身
を
恨
み
泣
き
沈
み
。
声
立
て
ら
れ
ぬ
床
の
内
。

〽
尾
上
は
い
と
ど
し
や
く
り
上
げ
。
好
か
ぬ
事
を
ば
言
は
し
や
ん
す
。
い
か
に
流
れ
の

身
ぢ
や
と
て
も
。
心
に
二
つ
は
な
い
わ
い
な
。
た
と
え
私
が
請
け
出
さ
れ
。
御ご

し
ん
ぞ

新
造
さ

ん
の
奥お

く

さ
ん
の
と
。
人
に
か
し
づ
き
敬
は
れ
。
上
見
ぬ
鷲
で
暮
ら
し
て
も
。
厭い

や

な
男
に

添
ひ
寝
し
て
。
朝
夕
気
兼
ね
を
す
る
よ
り
も
。
や
つ
ぱ
り
二
人
が
手
鍋
さ
げ
。
手
づ
か

ら
私
が
飯ま

ま
た炊

い
て
。
内
の
者
よ
。
こ
ち
の
人
。
明あ

す日
は
ど
う
し
て
か
う
し
て
と
言
ふ
が

楽
し
み
。
〽詞

わ
し
や
嬉
し
い
。

〽詞

ハ
テ
。
い
つ
ま
で
言
ふ
て
も
尽
き
ぬ
こ
と
。
ど
う
で
今
宵
は
過
ご
さ
れ
ぬ
。
俺
は
覚

悟
を
〽
し
て
ゐ
る
と
押
し
肌
ぬ
げ
ば
。
白
無
垢
の
思
ひ
つ
め
た
る
死し

に
で
た
ち

出
立
。

〽
尾
上
は
悲
し
さ
嬉
し
さ
に
。
手
早
く
箪
笥
押
し
あ
け
て
。

〽
と
も
に
着き

か替
へ
る
死し

に
よ
う
い

用
意
。
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二　

廓
文
章
（
夕ゆ
う
ぎ
り
い
ざ
え
も
ん

霧
伊
左
衛
門
）

　　

本
作
の
通
称
は
、
登
場
人
物
の
扇
屋
夕
霧
と
藤
屋
伊
左
衛
門
に
よ
る
。

　

三
〇
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ
【3（-（81

】
と
二
五
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ
【3（-（8（

】
で
、全
二
枚

（
一
六
）

四
面
。

第
一
面
末
尾
と
第
二
面
冒
頭
、
お
よ
び
第
三
面
末
尾
と
第
四
面
冒
頭
に
は
、
フ
ェ
イ
ド

ア
ウ
ト
・
フ
ェ
イ
ド
イ
ン
で
録
音
の
重
複
が
あ
る（

（（
（

。

　

レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
鉛
筆
の
横
書
き
で
「
新
内
節
／
夕
霧
／
富
士
松
魯
遊
」

と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
三
味
線
は
、『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
に
拠
れ
ば
、
富
士
松
魯

洲
と
富
士
松
喜
久
次
郎
。
後
者
の
喜
久
次
郎
が
上
調
子
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
収
録
時

間
は
五
六
分
半
弱
。

　

浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
の
作
品
系
統
で
あ
る
夕
霧
伊
左
衛
門
物
に
は
、
数
多
く
の
関
連
作

の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
今
な
お
上
演
伝
統
が
途
絶
え
て
い
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
新
内
節
の
「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
あ
ま
り
目

立
た
な
い
作
品
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
渥
美
清
太
郎
『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題（

（（
（

』。
系

統
名
「
夕
霧
」
に
分
類
さ
れ
る
作
品
と
し
て
、
浄
瑠
璃
で
は
義
太
夫
節
（
近
松
門
左
衛

門
『
夕
霧
阿
波
の
鳴
渡
』
ほ
か
）
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
宮
薗
節
・
富
本
節
・
常
磐

津
節
・
清
元
節
の
諸
作（

（（
（

に
ま
で
解
説
が
及
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
博
覧
強
記
で
知
ら

れ
た
渥
美
清
太
郎
に
し
て
、
新
内
節
へ
の
言
及
が
な
い
。

　

ま
た
、
新
内
節
の
浄
瑠
璃
詞
章
を
収
載
す
る
戦
前
の
活
字
本
、『
徳
川
文
芸
類
聚　

第

九
』
所
収
『
新
内
節
正
本
集（

（（
（

』、
日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新
内
全
集
』、
日
本
名
著
全

集
『
歌
謡
音
曲
集
』
で
も
、「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
を
収
め
る
の
は
日
本
音
曲
全
集
だ
け
な

の
で
あ
る
。
演
奏
頻
度
が
高
い
曲
で
は
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
贅
言
な
が
ら
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
他
の
三
作
品
は
、
右
の
い
ず
れ
の
活
字

本
に
も
浄
瑠
璃
詞
章
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

　

新
内
節
の
中
で
も
、
決
し
て
認
知
度
が
高
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
『
廓
文
章
』。
そ
の

記
録
作
成
を
五
世
富
士
松
魯
遊
に
依
頼
し
た
（
あ
る
い
は
魯
遊
が
申
し
出
た
）
の
に
は
、

何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

本
曲
の
伝
承
状
況
を
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月
国
立
劇
場
第
六
四
回
邦
楽
公

演
「
邦
楽
鑑
賞
会
」
の
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

前
半
は
伝
わ
ら
ず
、
〽
無
慙
や
な
夕
霧
は
」
と
、
夕
霧
が
伊
左
衛
門
の
い
る
座
敷

に
出
て
来
る
と
こ
ろ
か
ら
、
め
で
た
し
め
で
た
し
で
終
わ
る
段
切
れ
ま
で
が
伝
承

さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
ぼ
同
様
の
指
摘
が
、
平
成
十
二
年
十
月
国
立
劇
場
第
一
一
二
回
邦
楽
公
演
「
邦
楽

鑑
賞
会
」
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
収
の
竹
内
道
敬
「
新
内
節
の
魅
力
と
楽
し
み
」
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。

歌
詞
は
宮
薗
節
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
曲
も
影
響
を
う
け
て
い
る
。
初
め
の
部
分

は
伝
承
が
絶
え
て
い
る
よ
う
で
、
今
日
の
よ
う
に
「
む
ざ
ん
や
な
夕
霧
は
」
か
ら

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

本
作
の
舞
台
は
、大
坂
新
町
遊
郭
の
吉
田
屋
で
あ
る
。新
内
節
の「
初
め
の
部
分
」で
は
、

伊
左
衛
門
の
登
場
と
年
の
瀬
を
迎
え
た
吉
田
屋
の
様
子
、
か
つ
て
の
奥
座
敷
で
は
な
く

中
座
敷
へ
通
さ
れ
た
伊
左
衛
門
の
心
情
な
ど
が
語
ら
れ
る
。

　

歌
舞
伎
で
は
、
零
落
し
て
紙
衣
姿
と
な
っ
た
伊
左
衛
門
の
出
端
は
重
要
な
見
せ
場
と

な
っ
て
い
る
。
観
客
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
場
面
だ
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
割
愛
は

考
え
に
く
い
。
新
内
節
で
の
「
初
め
の
部
分
」
の
省
略
は
、
夕
霧
伊
左
衛
門
物
に
関
す

る
知
識
の
共
有
を
大
前
提
に
し
た
演
奏
形
態
な
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
曲
に
対

す
る
興
味
が
、夕
霧
の
長
大
な
ク
ド
キ（

（（
（

「
夕
霧
涙
も
ろ
と
も
に
」に
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
刊
の
日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新
内
全
集
』
に
収
め
ら
れ
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た
詞
章
も
、語
り
出
し
は
「
無
慙
や
な
夕
霧
は
」
で
あ
る
。
す
で
に
昭
和
初
年
の
時
点
で
、

新
内
節
の
「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
と
い
え
ば
夕
霧
の
ク
ド
キ
を
聞
か
せ
る
演
奏
で
あ
る
こ

と
が
、
半
ば
常
態
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
で
の
語
り
出
し
は
「
冬
編
笠
の
赤
張
り
て
」
で

あ
っ
た
。

　

新
内
節
の
『
廓
文
章
』
に
つ
い
て
、『
演
劇
百
科
大
事
典
』
の
「
夕
霧
伊
左
衛
門
物
」

項
（
執
筆
・
藤
根
道
雄
）
は
、「
鶴
賀
若
狭
掾
直
伝
と
称
す
る
豊
後
系
の
〽
恋
風
や
―
と

語
り
出
す
物
と
富
士
松
魯
中
直
伝
の
義
太
夫
種
〽
冬
編
笠
の
―
と
語
り
出
す
物
と
二
種

あ
る
」
と
記
す
。
岡
本
文
弥
『
定
本
新
内
集
』
に
も
、「
新
内
に
は
鶴
賀
系
の
も
の
と
魯

中
系
の
も
の
と
二
つ
あ
っ
て
、
語
り
出
し
の
部
分
は
違
う
け
れ
ど
現
在
一
般
に
歌
わ
れ

て
い
る
〽
む
ざ
ん
や
な
夕
霧
は

―
以
下
の
歌
詞
も
フ
シ
付
け
も
殆
ど
同
じ
で
す
」
と

あ
る
。

　

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
が
収
録
し
て
い
た
の
は
、
岡
本
文
弥
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
魯

中
系
」
の
『
廓
文
章
』
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
今
日
で
は
「
伝
承
が
絶
え
て
い
る
」
と

さ
れ
る
「
初
め
の
部
分
」
を
含
む
演
奏
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
記
録
作
成
の
目
的

の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。「
初
め
の
部
分
」
は
、
記
録
作
成
当
時
は

お
ろ
か
現
在
に
お
い
て
す
ら
、
活
字
テ
キ
ス
ト
で
一
般
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
他
に

得
難
い
実
演
記
録
と
言
え
る（

（（
（

。

　

五
世
魯
遊
が
伝
承
し
て
い
た
「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
前
半
の
浄
瑠
璃
詞
章
は
、
現
行
の

「
無
慙
や
な
夕
霧
は
」
以
降
に
増
し
て
、
宮
薗
節
の
夕
霧
伊
左
衛
門
物
『
夕
霧
由
縁
の
月

見
』
に
近
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
宮
薗
節
に
通
暁
し
て
い
た
と
し
て
も
、
詞
章
に
目

を
通
し
た
だ
け
で
は
、
新
内
節
と
は
気
付
か
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。『
夕
霧
由
縁
の

月
見
』
は
義
太
夫
『
夕
霧
阿
波
の
鳴
渡
』
の
影
響
作
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

詞
章
の
直
接
的
な
借
用
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
「
歌
詞
は
宮
薗
節
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
」（
前
出
）
と
の
指
摘
を
想
起
す
る
ま
で
も
な
く
、「
富
士
松
魯
中
直
伝
」
の
『
廓

文
章
』
は
、「
義
太
夫
種
」
と
い
う
よ
り
、
そ
の
出
自
を
宮
薗
節
に
求
め
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
ろ
う
。

〽
冬
編
笠
の
赤
張
り
て
。
紙
子
の
火ひ

う
ち打

膝
の
皿
。
笠
ふ
き
凌し

の

ぐ
忍
ぶ
草
。
忍
ぶ
と
す
れ

ど
。
古い

に
し

へ
の
花
は
嵐
の
頤

お
と
が
い

に
。
今
日
の
寒
さ
を
食
ひ
し
ば
る
。
食は

み
出
し
鍔
も
神か

み
さ
び寂

て
。
鐺こ

じ
り

つ
ま
り
し
師し

わ
す走

の
日
も
。
世
間
か
ま
は
ぬ
吉
田
屋
の
。
奥
は
鳴
門
の
阿
波
大
尽
。

今
日
夕
霧
を
根ね

び
き曳

と
て
。
居
続
け
酒
の
大
騒
ぎ
。

〽
羨
ま
し
気
に
伊
左
衛
門
。
し
を
し
を
入
る
中
座
敷
。
過
ぎ
し
夜
す
が
の
予か

ね
ご
と言

を
。
思

ひ
出
だ
し
て
立
つ
居
つ
。
腹は

ら
た立

ち
紛
れ
。
調
子
さ
へ
逢
は
ば
ど
う
し
て
か
う
し
て
と
。

胸
は
二
上
り
三
下
り
。
今
の
憂
き
目
を
心
か
ら
。
そ
れ
ぞ
と
い
ざ
や
白し

ら
い
と糸

の
。
歌
の

唱し
よ
う
が歌

に
合
の
手
や
。可
愛
い
男
に
逢
坂
の
関
よ
り
つ
ら
い
世
の
な
ら
ひ
。〽詞

オ
ヽ
そ
れ
よ
。

あ
の
歌
で
思
ひ
出
す
。
去こ

ぞ年
の
月
見
は
奥
座
敷
。
底
意
隈
な
く
夜
と
と
も
に
。
飲
み
明

か
し
た
る
大
騒
ぎ
。
太
夫
と
俺
が
連
れ
弾
き
で
。
弾
い
た
時
の
面
白
さ
。
弾
く
そ
の
主ぬ

し

は
変
ら
ね
ど
。
変
つ
た
は
俺
が
身
の
上
。
あ
い
つ
が
心
〽
あ
の
様
に
あ
ら
う
と
は
。
思

は
ぬ
人
に
堰
き
止
め
ら
れ
て
。
今
は
野
沢
の
ひ
と
つ
水
。
〽詞

ア
ヽ
い
か
さ
ま
さ
う
ぢ
や
。

恋
も
誠
も
世
に
あ
る
時
。
人
の
心
は
飛
鳥
川
。
変
る
は
勤
め
の
慣
ひ
ぢ
や
も
の
。
ア
ヽ

い
つ
そ
逢
は
ず
に
去い

ん
で
く
れ
う
。
ア
ヽ
い
や
い
や
。
喜
左
衛
門
夫
婦
が
こ
こ
ろ
ざ
し
。

〽
逢
は
ず
に
去い

ん
で
は
。
こ
の
胸
が
済
ま
ぬ
心
の
中
に
も
。
し
ば
し
澄
む
は
由
縁
の
月

の
影
。

〽
無
慙
や
な
夕
霧
は
。
流
れ
の
昔
な
つ
か
し
く
。
飛
び
立
つ
心
奥
の
間
の
。
首
尾
は
朽

ち
せ
ぬ
縁
と
縁
。
胸
と
心
の
相
の
山
。
間
の
襖
の
具
合
よ
く
。
明
け
暮
れ
恋
し
い
夫つ

ま

の

顔
。見
る
に
嬉
し
く
走
り
寄
り
。我
が
身
を
共
に
裲う

ち
か
け襠

へ
引
き
纏
ひ
寄
せ
。と
ん
と
寝
て
。

抱
き
締
め
。
締
め
寄
せ
。
泣
き
け
る
が
。
〽詞

申
し
伊
左
衛
門
さ
ん
。
目
を
覚
ま
し
て
下

さ
ん
せ
。
わ
し
や
患
ふ
て
な
。
〽
疾と

う
に
死
ぬ
る
筈
な
れ
ど
。
今
日
ま
で
命
な
が
ら
へ

し
も
。ま
一
度
逢
は
せ
て
下
さ
ん
せ
。神
よ
仏
の
控
え
綱
。な
つ
か
し
う
は
な
い
か
い
な
。

顔
が
見
た
う
は
な
い
か
い
な
と
。
揺
り
起
し
揺
り
起
し
。
抱い

だ

き
起
せ
ば
。

〽
取
つ
て
突
き
退
け
。
〽詞

ヤ
コ
レ
そ
こ
な
夕
霧
殿
と
や
ら
。
夕ゆ

う
め
し飯

殿
と
や
ら
。
節
季
師
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走
に
こ
な
さ
ん
の
や
う
に
閑ひ

ま

で
は
ご
ざ
ら
ぬ
。
七
百
貫
目
の
借
銭
負
ふ
て
。
夜よ

る
ひ
る昼

稼
ぐ

伊
左
衛
門
。
こ
ん
な
時
に
寝
ね
ば
寝
ら
れ
ぬ
。
邪
魔
さ
れ
な
惣そ

う
か嫁

殿
〽
と
。
こ
ろ
り
と

こ
け
て
空そ

ら
い
び
き鼾

。

〽詞

身
に
覚
え
は
な
け
れ
ど
も
。恨
み
が
あ
ら
ば
聞
き
ま
せ
う
。い
や
い
や
寝
さ
せ
は
せ
ぬ
。

寝
さ
せ
は
せ
ぬ
。

〽詞

ヤ
コ
リ
ヤ
何
と
す
る
。
こ
の
体て

い

に
な
つ
て
も
藤
屋
伊
左
衛
門
。
今
の
や
う
に
奥
座
敷

の
客
に
。
踏
ま
れ
た
り
蹴
ら
れ
た
り
す
る
傾
城
に
。
近
づ
き
は
持
た
ぬ
。
エ
ヽ
こ
こ
な

万
歳
傾
城
。
万
歳
な
ら
春
お
ぢ
や
。
通
り
や
。
〽
通
り
や
と
言
ひ
け
れ
ば
。

〽詞

こ
の
夕
霧
を
万
歳
と
は
エ
。

〽詞

万
歳
傾
城
の
因
縁
知
ら
ず
か
。
知
ら
ず
ば
言
ふ
て
聞
か
さ
う
。
侍

さ
む
ら
い

の
足
に
か
け
て

蹴
ら
る
る
を
。
万
歳
傾
城
と
言
ふ
ぞ
や
。
〽
マ
ア
誠
に
目
出
度
う
候さ

む
ら

ひ
け
る
。
し
か

も
足
駄
は
い
て
蹴
る
や
ら
。
年と

し

立
ち
返
る
足あ

し
だ駄

に
て
。
誠
に
目
出
度
う
侍

さ
む
ら
い

蹴
る
。
〽詞

し
か
し
何
も
身
過
ぎ
ぢ
や
。
あ
ん
な
よ
い
衆
に
蹴
ら
れ
て
も
損
は
ゆ
か
ぬ
。
欲
も
知
ら

ね
ば
〽
身
が
立
た
ぬ
。
欲よ

く
わ
か若

に
御
万
歳
。
年
立
ち
返
る
足あ

し
だ駄

に
て
。
マ
ア
誠
に
目
出
度

う
侍

さ
む
ら
い

蹴
る
。
〽詞

町
人
も
蹴
る
。
伊
左
衛
門
も
蹴
る
。
蹴
る
蹴
る
蹴
る
。
ヤ
コ
リ
ヤ

喜き

ざ左
。
餅
で
も
米
で
も
早
う
や
つ
て
。
去い

な
し
や
い
な
う
〽
と
。
訳
も
涙
の
捨
て
言
葉
。

煙
草
引
き
寄
せ
吹
く
煙
管
。
そ
ら
さ
ぬ
体て

い

に
て
ゐ
た
り
け
り
。

〽
夕
霧
涙
も
ろ
と
も
に
。
恨
み
ら
れ
た
り
か
こ
つ
の
は
。
色
の
な
ら
ひ
と
言
ひ
な
が

ら
。
そ
れ
は
浮
気
な
水
浅
黄
。
派
手
な
浮
名
が
嬉
し
う
て
。
人
の
誹
り
も
世
の
義
理
も
。

白し
ら
か
み紙

に
書
く
文ふ

み

の
つ
て
。
返
事
取
る
手
も
心
せ
き
。
口
舌
の
床
の
よ
し
あ
し
も
。
嬉
し

い
に
つ
け
悲
し
い
に
つ
れ
て
。
忘
れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
お
前
の
悪
性
を
。
わ
し

が
案
じ
は
移
り
気
な
。
他
に
も
し
や
と
言
ひ
懸
り
。
そ
れ
が
嵩こ

う

じ
て
内う

ち
か
た方

の
。
首
尾
は

不
首
尾
と
結
ぼ
う
れ
。
勘
当
の
身
と
楢
の
葉
や
。
児こ

の
て
が
し
わ

手
柏
の
二
人
が
仲
。
暇
乞
ひ
さ
へ

泣
く
ば
か
り
。そ
れ
か
ら
絶
え
て
お
と
づ
れ
な
く
。こ
の
夕
霧
を
ま
だ
傾
城
と
思
ふ
て
か
。

ほ
ん
の
夫み

よ
う
と婦

ぢ
や
な
い
か
い
な
。
明
く
れ
ば
私
も
二
十
二
。
十
五
の
暮
か
ら
逢
ひ
懸
り
。

儲
け
た
子
さ
へ
早は

や

七
つ
。
誠
を
言
は
ば
。
こ
の
頃
は
一い

ち
も
ん
な
か

門
中
の
状
文
に
も
。
伊
左
衛
門

内
よ
り
と
書
い
て
も
。
人
の
咎
め
ぬ
こ
と
。
私
に
恨
み
が
あ
る
な
ら
ば
。
ま
た
こ
な
さ

ん
に
も
恨
み
が
あ
る
。
去
年
の
暮
か
ら
丸
一
年
。
二
年
越
し
に
お
と
づ
れ
な
く
。
そ
れ

は
幾い

く
せ世

の
物
案
じ
。
そ
れ
故
に
こ
の
病
ひ
。
瘠
せ
衰
へ
た
が
目
に
見
え
ぬ
か
。
煎せ

ん
や
く薬

と

練ね
り
や
く薬

と
。
針
と
按
摩
で
漸よ

う
よ
う々

と
命
繋
い
で
。
た
ま
さ
か
に
逢
ふ
て
。
こ
な
ん
に
甘あ

ま

や
う

と
思
ふ
所
を
逆さ

か
さ
ま様

な
。
コ
リ
ヤ
酷む

ご

ら
し
い
。
ど
う
ぞ
い
の
。
私
が
心
が
変
つ
た
ら
。
踏

ん
で
ば
つ
か
り
置
か
ん
す
か
。
た
た
い
て
腹
が
癒い

る
か
い
な
。
コ
レ
明
日
を
も
知
れ
ぬ

夕
霧
ぢ
や
。笑
ひ
顔
見
せ
て
下
さ
ん
せ
。心
づ
よ
や
胴
慾
な
。気
強
い
心
と
か
こ
ち
泣
き
。

空
に
知
ら
れ
ぬ
袖
の
雨
。
涙
は
縫
ひ
の
玉た

ま
あ
ら
れ霰

。
色
香
争
ふ
如
く
な
り
。

〽
か
か
る
所
へ
下げ

じ
よ女

婢は
し
た

。
遣や

り
て手

禿か
む
ろ

に
女
房
も
。
気
負
ひ
懸
つ
て
喜
左
衛
門
。
〽詞

申
し

申
し
伊
左
衛
門
様
。
お
前
の
親
御
妙
順
様
よ
り
お
人
が
参
り
。
御
子
息
様
も
母
屋
へ
引

き
取
り
。
あ
な
た
も
御
勘
気
赦ゆ

れ
ま
し
た
。

〽詞

ほ
ん
に
そ
れ
い
な
太
夫
さ
ん
。
お
前
も
身
請
け
の
埒
が
明
け
。
モ
大
抵
嬉
し
い
こ
と

ぢ
や
な
い
。

〽詞

オ
ヽ
こ
れ
か
ら
は
こ
の
喜
左
衛
門
が
精
力
で
。
本ほ

ん
ぶ
く復

さ
し
て
〽
見
せ
ま
せ
う
と
。
家

内
が
勇
む
勢
ひ
に
。

〽
つ
れ
て
本ほ

ん
ぶ
く復

伊
左
衛
門
。
喜
び
の
眉
を
開
く
や
扇
屋
夕
霧
。
名
を
万ば

ん
だ
い代

の
春
の
花
。

見
る
人
袖
を
つ
ら
ね
け
る
。

三　

傾
情
音
羽
滝
（
音お
と
わ
た
ん
し
ち

羽
丹
七
）

　

本
作
の
通
称
は
、
登
場
人
物
の
表
具
屋
音
羽
と
丹
波
屋
七
郎
兵
衛
（
丹
七
）
に
よ
る
。

　

三
〇
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ
【3（-（85

】、
全
レ
コ
ー
ド
一
枚
二
面
。
Ｂ
面
冒
頭
に
僅
か
な
が
ら

録
音
の
重
複
（
三
味
線
音
の
残
響
）
が
あ
る
。

　

レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
鉛
筆
の
横
書
き
で
「
新
内
節
／
傾
城
音
羽
滝
／
浄
瑠

璃　

岡
本
文
弥
／
三
味
線　

岡
本
宮
染
／
上
調
子　

岡
本
宮
之
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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岡
本
宮
染
は
四
代
目
、
岡
本
宮
之
助
は
二
代
目
（
後
に
五
世
岡
本
宮
染
）
で
あ
る
。
収

録
時
間
は
三
七
分
弱
。

　
『
傾
情
音
羽
滝
』
に
つ
い
て
は
、
三
味
線
方
を
含
め
同
一
の
演
奏
者
に
よ
る
録
音
が
、

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
と
は
別
に
二
種
類
、
こ
れ
ま
で
に
市
販
さ
れ
て
き
て
い
る
。
収

録
個
所
は
い
ず
れ
も
異
な
っ
て
い
る
。
一
つ
が
、「
綴
れ
の
錦
表
具
屋
の
」
か
ら
「
あ
た

り
ま
ば
ゆ
き
折
節
に
」
ま
で
の
前
半
部
分
の
み
の
録
音（

（（
（

）
で
あ
る
。
岡
本
文
弥
『
遊
里
新

内
考
』
に
「
現
在
で
は
〽
人
目
の
関
に
う
ろ
う
ろ
と
、
あ
た
り
ま
ば
ゆ
き
折
節
に

―

で
終
る
の
が
通
例
」
と
あ
り
、
同
著
『
定
本
新
内
集
』
所
収
の
詞
章
も
、
そ
の
「
通
例
」

に
従
っ
て
い
る
。
前
半
部
分
の
み
で
は
あ
っ
て
も
、「
音
羽
丹
七
」
の
出
し
方
の
一
つ
で

あ
っ
て
、
音
羽
に
よ
る
心
境
の
異
な
っ
た
二
つ
の
ク
ド
キ
を
含
ん
で
い
る
と
言
う
点
か

ら
も
、
決
し
て
中
途
半
端
な
演
奏
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

も
う
一
つ
が
、丹
七
の
出
「
今
日
は
人
の
身
」
か
ら
結
句
「
後
の
名
残
や
惜
し
む
ら
ん
」

ま
で
の
録
音（

（（
（

で
あ
る
。
前
者
の
録
音
で
省
略
さ
れ
て
い
た
「
あ
た
り
ま
ば
ゆ
き
折
節
に
」

以
降
は
、「
演
奏
す
る
ひ
と
少
な
く
一
般
に
は
後
半
廃
曲
と
早
合
点
さ
れ
て
い
る
」（
岡

本
文
弥
『
遊
里
新
内
考
』）
の
だ
と
言
う
。
音
羽
の
一
つ
め
の
ク
ド
キ
「
毎
日
文
を
持
た

せ
て
尋
ぬ
れ
ど
も
」
を
欠
く
も
の
の
、
淡
島
大
明
神
修
行
者
の
由
来
語
り
に
託
け
た
丹

七
の
愚
痴
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
由
来
語
り
こ
そ
、
本
曲
を
特
色
付
け
る
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た（

（（
（

。
ク
ド
キ
の
欠
は
十
分
に
補
わ
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
な
の
で

あ
ろ
う
。

　

岡
本
文
弥
は
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
十
月
国
立
劇
場
第
六
四
回
邦
楽
公
演
「
邦

楽
鑑
賞
会
」
で
も
、
岡
本
宮
そ
の
と
の
掛
合
で
本
曲
を
語
っ
て
い
る
。
三
味
線
は
五
世

岡
本
宮
染
で
、
上
調
子
が
三
世
岡
本
宮
之
助
で
あ
っ
た
。
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
解
説
に

は
「
全
体
を
通
す
と
長
い
の
で
、
今
回
は
部
分
的
に
省
略
し
て
演
奏
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

同
収
載
の
詞
章
は
、
主
に
音
羽
の
二
つ
め
の
ク
ド
キ
「
音
羽
は
顔
見
て
嬉
し
い
や
ら
」

と
丹
七
の
由
来
語
り
を
含
む
「
笠
傾
け
て
淡
島
は
」
が
刈
り
込
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
演
奏
時
間
は
二
七
分
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
と
き
岡
本
文
弥
は
九
十
五
歳
。
年
齢
に

も
配
慮
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

四
種
類
の
「
音
羽
丹
七
」
に
お
い
て
、
浄
瑠
璃
詞
章
に
関
し
て
は
、
結
果
と
し
て
文

化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
だ
け
で
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は

あ
っ
て
も
、
岡
本
文
弥
が
全
体
を
通
し
て
語
っ
た
演
奏
と
な
る
と
、
文
化
財
保
護
委
員

会
に
よ
る
作
成
記
録
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

岡
本
文
弥
の
生
前
、「
あ
た
り
ま
ば
ゆ
き
折
節
に
」
以
降
に
つ
い
て
「
廃
曲
と
早
合
点

さ
れ
て
い
る
」
の
が
客
観
的
な
事
実
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
半
部
分
を
伝
承
し

て
い
た
の
は
岡
本
文
弥
の
一
派
だ
け
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
な
る
。「
音
羽
丹
七
」
が

記
録
作
成
の
演
目
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

〽
綴
れ
の
錦
表ひ

よ
う
ぐ
や

具
屋
の
。
音
羽
の
滝
の
流
れ
と
て
水
も
ら
さ
じ
と
。
丹
七
と
締
め
て
寝

た
夜よ

も
今
は
早は

や

。
昔
々
の
物
語
。
語
る
も
涙
聞
く
訳
も
。

〽
朋
輩
女
郎
口
々
に
。
〽詞

申
し
音
羽
さ
ん
。
お
前
は
ま
だ
強き

つ

う
色
が
悪
う
ご
ざ
ん
す
。

そ
れ
を
押
し
て
見
世
へ
出
さ
ん
し
た
ら
。
ま
た
悪
う
な
ら
う
ぞ
え
。
た
と
へ
ど
の
様
に

内
か
ら
せ
か
れ
て
も
。
丹た

ん
し
ツ
つ
ア

七
さ
ん
と
お
前
の
心
に
あ
る
。
今
日
か
ら
浮
き
浮
き
と
。
浮

い
た
顔
見
せ
て
下
さ
ん
せ
〽
と
。
我
が
身
の
上
を
思
ひ
や
る
。
女
同ど

し士
こ
そ
し
ほ
ら
し

き
。

〽
音
羽
は
皆
に
手
を
合
せ
。
〽詞

嬉
し
う
ご
ざ
ん
す
。
お
前
方
の
ど
う
ぞ
逢
は
せ
て
や
り

た
い
と
。
思
ふ
て
下
ん
す
思
ひ
で
も
。
せ
め
て
一
度
は
逢
ふ
こ
と
も
。
あ
り
は
せ
う
か

と
思
へ
ど
も
。
こ
の
月
で
〽
丁
度
五い

つ
つ
き月

。
毎
日
文ふ

み

を
持
た
せ
て
尋
ぬ
れ
ど
も
。
ほ
ん
に

居
る
や
ら
居
な
い
や
ら
。
人
の
噂
に
善
し
悪
し
を
。
聞
く
に
つ
け
て
の
気
苦
労
が
。
胸

に
つ
か
へ
て
こ
の
様
に
。
酒
も
通
ら
ぬ
物
思
ひ
。
ど
こ
に
ど
う
し
て
ゐ
る
と
て
も
。
変

る
私
ぢ
や
な
い
わ
い
な
。
あ
の
人
さ
ん
に
流
浪
さ
せ
。
そ
れ
か
ら
一
度
も
逢
ひ
ま
せ
ぬ

と
言
ふ
て
起
請
の
神
様
へ
。
ど
う
言
訳
が
立
ち
ま
せ
う
と
。
差
し
う
つ
む
い
て
ゐ
た
り

け
り
。

〽
今
日
は
人
の
身
。
明あ

す日
は
ま
た
。
我
が
身
の
上
と
思
へ
ど
も
。
交
せ
し
事
の
あ
る
な
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れ
ば
。
昨
日
に
変
る
有
様
は
。
恋
し
き
人
に
。
淡
島
の
姿
と
な
り
。
こ
こ
か
し
こ
表
具

屋
が
門か

ど

の
口
。
こ
こ
ぞ
と
思
ひ
声
張
り
上
げ
。
淡
島
大
明
神
。
〽詞

女お
な
ご子

は
針
ば
し
粗
末

に
せ
ぬ
〽
功
徳
。

〽詞

ア
レ
ア
レ
音
羽
さ
ん
。
面
白
い
淡
島
が
来
た
わ
い
な
。
由
来
を
歌
は
せ
。
な
ん
と
聞

か
う
で
は
ご
ざ
ん
せ
ぬ
か
。

〽詞

ア
イ
。
そ
り
や
面
白
う
ご
ざ
ん
せ
う
。
そ
の
淡
島
は
ど
こ
に
居
る
ぞ
い
な
。

〽詞

ア
レ
ア
レ
あ
そ
こ
に
。

〽詞

コ
レ
淡
島
え
。
上
げ
ま
せ
う
。

〽
と
互
ひ
に
顔
を
見
合
せ
て
。

〽詞

ヤ
ア
。
こ
り
や
お
前
は
丹た

ん
し
ツ
つ
ア

七
さ
ん
か
。
〽
と
驚
け
ば
。

〽
朋
輩
女
郎
も
野
暮
な
ら
ぬ
。
吸
付
け
煙
草
も
我
勝
ち
に
。
涙
と
共
に
語
り
合
ふ
。

〽
遣
手
の
杉す

ぎ

が
声
高
く
。
〽詞

ま
た
一
つ
所
へ
寄
合
は
ず
と
。
て
ん
で
に
離
れ
て
ゐ
さ
し

や
ん
せ
。
エ
ヽ
癖
の
悪
い
。
〽
と
わ
め
か
れ
て
。

〽
音
羽
は
顔
見
て
嬉
し
い
や
ら
。
ま
た
悲
し
さ
が
増
し
た
や
ら
。
言
ふ
て
返
ら
ぬ
事
な

が
ら
。
必
ず
明あ

す日
は
帰
ら
ん
せ
と
言
ふ
た
は
。
二
人
が
い
つ
ま
で
も
逢
ひ
通
し
た
い
心

ゆ
ゑ
。
宵
の
返
事
に
裏
か
へ
し
。
雨
が
降
る
と
て
明
く
る
日
も
。
愛い

と

し
可
愛
の
数
々
が

積
り
積
り
し
雪
の
朝
。
つ
い
居
続
け
が
癖
に
な
り
。
そ
の
様
な
姿
に
な
り
ふ
り
も
。
皆

わ
し
ゆ
ゑ
に
。親
と
子
の
久き

ゆ
う
り離

も
今
は
絶
え
果
て
て
。い
か
い
苦
労
を
さ
し
や
ん
す
や
ら
。

わ
づ
か
四よ

つ
き月

か
五い

つ
つ
き月

に
。
き
つ
う
や
つ
れ
さ
ん
し
た
な
う
。
患
ふ
て
ば
し
下
ん
す
な
と
。

人
目
の
関
に
う
ろ
う
ろ
と
。
あ
た
り
ま
ば
ゆ
き
折
節
に
。

〽
遣
手
の
杉
が
。
〽詞

淡
島
も
え
い
加
減
に
し
て
や
ら
し
や
ん
せ
。
見
世
の
邪
魔
で
ご
ざ

ん
す
。
通
り
や
〽
通
り
や
と
。
言
ひ
け
れ
ば
。

〽
女
も
顔
を
振
り
上
げ
て
。
〽詞

コ
レ
淡
島
さ
ん
。
さ
ぞ
言
ひ
た
い
事
も
ご
ざ
ん
せ
う
。

わ
し
も
聞
き
た
い
は
山
々
。
そ
の
言
ひ
た
い
こ
と
の
由
来
を
。
よ
う
言
ふ
て
聞
か
せ
て

下
さ
ん
せ
〽
と
。
互
ひ
に
目ま

め交
ぜ
に
か
け
て
。
素
知
ら
ぬ
顔
し
て
ゐ
た
り
け
る
。

〽
笠
傾
け
て
淡
島
は
。
ま
た
高
々
と
声
張
り
上
げ
。
か
た
じ
け
な
く
も
紀
州
名な

ぎ
さ草

の
郡こ

お
り

。

加か

た太
淡
島
大
明
神
の
由
来
を
詳
し
く
尋
ね
奉
る
に
。
〽詞

天て
ん
し
よ
う
だ
い
じ
ん

照
大
神
よ
り
第
三
番
目
の
姫

宮
。
針は

り
さ
い
に
よ

才
女
と
申
し
奉
る
神
の
〽
御お

ん
み身

な
り
。
〽詞

丑
寅
の
御お

ん
か
た方

は
。
御ご

一
代
の
御お

ん
ま
も守

り

本ほ
ぞ
ん尊

。
ほ
ぞ
ん
か
け
た
は
時ほ

と
と
ぎ
す鳥

。
八は

つ
せ
ん
や
こ
え

千
八
声
鳴
く
と
聞
く
。
〽
森
の
小こ

が
ら
す烏

。
わ
れ
は
ま

た
尾お

は羽
を
か
ら
す
の
羽は

ね根
ば
た
き
。
一
門
も
無
し
。
一い

つ
け家

も
無
し
。
梨な

し

の
礫つ

ぶ
て

も
無
い
お

女じ
よ
う
ろ郎

に
。
こ
の
方ほ

う

す
こ
し
も
食
い
合
ひ
な
し
。
襟
袖そ

で
く
ち口

も
綻
び
の
綿
さ
へ
足
に
掛か

か
り
ゆ
う
ど人

。

今
は
互
ひ
に
見
ぬ
顔
を
す
る
が
ほ
ん
の
〽詞

通
り
者
。
長
居
は
恐
れ
。
お
心
も
す
ぐ
れ
ぬ

様
な
お
顔
付
き
。
お
暇
申
す
。
〽
と
行ゆ

か
ん
と
す
る
を
。

〽
格
子
よ
り
。
〽詞

コ
レ
ま
あ
待
つ
て
下
さ
ん
せ
。
〽
と
引
止
む
れ
ば
。

〽詞

お
つ
と
コ
レ
。
大
事
の
お
宮
が
微み

じ
ん塵

に
な
り
ま
す
。
こ
り
や
わ
し
が
商
売
道
具
。
勿

体
無
い
。
汚
れ
た
手て

ぶ
し節

つ
け
て
貰
ふ
ま
い
。

〽詞

テ
モ
仰
山
な
。
針
箱
の
や
う
な
物
。
淡
島
ぢ
や
の
。
お
宮
ぢ
や
の
と
。
コ
リ
ヤ
お
か
し

い
。
〽
と
吹
き
出
せ
ば
。

〽詞

何
が
お
か
し
い
。
針
箱
の
様
な
お
宮
で
も
。
こ
の
神
主
が
こ
の
宮
で
今こ

ん
に
ち日

の
口
過
ぎ

を
致
す
。
何
千
両
元
手
入
れ
て
も
。
傾け

い
せ
い
か
い

城
買
と
い
ふ
も
の
は
埒
の
明
か
ぬ
も
の
。
ほ
ん

に
思
ひ
出
す
も
腹
が
立
つ
。
お
暇
申
す
。

〽詞

コ
レ
待
た
ん
せ
。

〽詞

放
せ
。

〽詞

イ
ヤ
放
さ
ぬ
。

〽詞

エ
ヽ
面
倒
な
。
〽
と
振
り
放
し
行ゆ

か
ん
と
す
る
を
。

〽詞

コ
レ
丹た

ん
し
ツ
つ
ア

七
さ
ん
。

〽詞

や
か
ま
し
い
。
名
を
呼
ぶ
な
。

〽詞

そ
ん
な
ら
な
ほ
呼
ぶ
。
丹た

ん
し
ツ
つ
ア

七
さ
ん
。

〽詞

コ
レ
サ
お
が
む
。シ
イ
ー
。〽
白し

ら
ち
な
が
ち

血
長
血
の
病
の
体て

い

は
。さ
り
と
は
不
埒
の
御お

ん
こ
と事

な
り
。

〽詞

朝
晩
の
起
き
伏
し
は
。
腰
よ
り
下
の
病
と
な
り
。
真
実
可
愛
い
男
に
嘘
を
つ
く
は
〽

罪
と
な
り
。
〽詞

客
へ
の
嘘
は
何
ぼ
う
も
。
救
ひ
取
ら
ん
と
の
御ご

せ
い
が
ん

誓
願
な
り
。
〽
淡
島
大

明
神
。
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〽詞

さ
て
も
面
白
い
淡
島
さ
ん
。
コ
レ
。
ま
た
重
ね
て
ご
ざ
ん
せ
〽
と
。
人
目
を
忍
び
朋

輩
の
此こ

の
さ
と里

は
。
裲う

ち
か
け襠

の
脇
に
隠
し
て
漸よ

う
よ

う
と
。
や
が
て
二
階
へ
連
れ
行
き
ぬ
。
後
の
名

残
や
惜
し
む
ら
ん
。

四　

恋
衣
対
白
無
垢
（
哥う
た
な
み
ぎ
す
け

波
義
助
）

　

本
作
の
通
称
は
、
登
場
人
物
の
津
田
屋
哥
波
と
池
野
屋
義
助
に
よ
る
。
こ
と
わ
る
ま

で
も
な
く
、
浄
瑠
璃
詞
章
中
の
「
池
様
」
と
は
義
助
の
こ
と
で
あ
る
。

　

三
〇
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ【3（-（8（

】、全
レ
コ
ー
ド
一
枚
二
面
。
Ａ
面
末
尾
と
Ｂ
面
冒
頭
に
は
、

フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
・
フ
ェ
イ
ド
イ
ン
で
録
音
の
重
複
が
あ
る
。

　

レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
鉛
筆
の
横
書
き
で
「
新
内
節
／
白
む
く
／
浄
瑠
璃　

岡
本
文
弥
／
三
味
線　

岡
本
宮
染
／
上
調
子　

岡
本
宮
之
助
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
岡

本
宮
染
は
四
代
目
、
岡
本
宮
之
助
は
二
代
目
（
後
に
五
世
岡
本
宮
染
）
で
あ
る
。
収
録

時
間
は
二
九
分
弱
。

　

テ
イ
チ
ク
の
Ｌ
Ｐ
『
岡
本
文
弥
・
新
内
古
曲
集
』
に
、
同
一
の
演
奏
者
達
に
よ
る
録

音
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
市
販
さ
れ
入
手
が
可
能
だ
っ
た
唯
一
の
「
哥
波

義
助
」
で
あ
ろ
う
。
演
奏
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
と
同
じ
で
あ
る
。

収
録
時
間
は
、
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
よ
り
も
一
分
ほ
ど
長
い
。
収
録
時
間
の
違
い
か

ら
、
当
初
は
別
録
音
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
テ
イ
チ
ク
盤
の
再
生
回
転
数
を
調
整
し
、

収
録
時
間
を
可
能
な
限
り
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
に
近
づ
け
て
聴
き
比
べ
た
結
果
、
同

一
音
源
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

『
岡
本
文
弥
・
新
内
古
曲
集
』
の
付
属
解
説
書
に
拠
れ
ば
、
レ
コ
ー
ド
の
音
源
提
供

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
財
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。
放
送
文
化
財
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
編
『
放

送
文
化
財
保
存
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
岡
本
文
弥
の
「
哥
波
義
助
」
は
一
種
類
だ

け
で
あ
っ
た
。
媒
体
の
種
類
は
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
頃
に
「
許
可
を
得
て

複
製
し
た
」
モ
ノ
ラ
ル
の
録
音
テ
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
。
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
る

新
内
節
の
記
録
の
「
製
作
年
度
」
と
年
代
上
の
齟
齬
は
生
じ
な
い
。
こ
れ
が
テ
イ
チ
ク

盤
の
音
源
だ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
（
テ
イ
チ
ク
に
よ
る
録
音
複
製
は
一
九

八
〇
年
九
月
）。

　

本
作
は
新
内
節
の
中
で
も
稀
曲
に
属
す
る
。
一
九
六
〇
年
六
月
刊
『
演
劇
百
科
大
事

典
』
の
「
恋
衣
対
白
無
垢
」
項
（
執
筆
・
岡
本
文
弥
）
に
お
い
て
、「
す
で
に
廃
滅
に
近

い
」
と
伝
承
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
岡
本
文
弥
は
、
自
分
た
ち
以
外
に
伝
承

す
る
者
が
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
実
感
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（（
（

。
記
録
作
成

の
演
目
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由
は
、『
傾
情
音
羽
滝
』
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
国
立
劇
場
の
邦
楽
公
演
で
も
「
哥
波
義
助
」
は
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
が
な
い
。
古
典
芸
能
を
定
期
的
に
上
演
し
て
い
る
劇
場
で
、
劇
場
側
が
主
催

し
た
公
演
の
記
録
を
一
般
に
公
開
し
て
い
る
の
は
、
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
く
ら
い
で

は
あ
る
ま
い
か
。
国
立
劇
場
で
の
公
式
的
な
上
演
記
録
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
、
現
時

点
に
お
い
て
、比
較
的
容
易
に
試
聴
で
き
る
「
哥
波
義
助
」
が
、テ
イ
チ
ク
盤
だ
け
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

テ
イ
チ
ク
盤
と
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
「
哥
波
義
助
」
は
同
一
音
源
（
昭
和
三
十

二
年
度
文
化
財
保
護
委
員
会
作
成
記
録
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
実
演
記
録
自
体

が
極
め
て
稀
少
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
と
テ
イ
チ
ク
盤
の
収
録
時
間
（
換

言
す
れ
ば
演
奏
の
速
度
）
は
、
い
ず
れ
が
収
録
当
時
の
実
際
に
よ
り
近
い
の
か
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
と
テ
イ
チ
ク
盤
は
、
そ
の
製
作
時
期
に
少
な
く
と
も
二
〇
年

の
隔
た
り
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
一
般
論
と
し
て
、
録
音
テ
ー
プ
は
、
適
切
な
環
境
で

保
管
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
経
年
劣
化
の
影
響
で
物
質
的
に
延
び
て
し
ま
う
（
そ
の

結
果
と
し
て
再
生
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
う
）
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
文
化
財
保

存
レ
コ
ー
ド
と
テ
イ
チ
ク
盤
と
の
時
間
差
は
約
一
分
で
あ
る
。
仮
に
、
文
化
財
保
存
レ
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コ
ー
ド
を
基
準
に
テ
イ
チ
ク
盤
を
調
整
す
る
と
な
る
と
、
約
三
〇
分
（
付
属
解
説
書
の

記
載
で
は
二
九
分
四
〇
秒
）
の
演
奏
時
間
を
一
分
ほ
ど
縮
め
る
こ
と
に
な
る
。
単
純
計

算
で
六
〇
秒
ご
と
に
五
秒
、
つ
ま
り
録
音
一
二
秒
単
位
で
一
一
秒
に
な
る
よ
う
に
再
生

速
度
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
絶
対
音
の
な
い
純
邦
楽
に
お
い
て
は
、
三
〇
分

の
録
音
を
全
体
に
一
分
早
め
て
も
、
ピ
ッ
チ
の
違
い
こ
そ
聴
取
で
き
た
に
せ
よ
、
短
縮

す
る
前
と
後
、
ど
ち
ら
が
よ
り
自
然
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
実
際
の

と
こ
ろ
、
聞
い
た
印
象
だ
け
で
は
断
言
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

逆
に
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
の
方
が
、
実
際
よ
り
一
分
ほ
ど
早
く
な
っ
て
い
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
昭
和
三
十
年
代
前
半
に
製
作
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
い
う
こ
と
は
、

初
期
の
国
産
Ｌ
Ｐ
と
な
る
。
製
作
の
受
注
者
は
未
詳
な
が
ら
、
何
ら
か
の
技
術
上
の
瑕

疵
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
考
慮
に
も
値
し
な
い
と
一
蹴
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
後
考
に
俟
つ
こ
と
に
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、録
音
で
は「
火
箸
に
つ
つ
く
占
形
も
」と「
来
い
来
い
来
い
を
紙
あ
り
た
け
」

を
繫
ぐ
一
節
「
来
ぬ
と
き
ま
れ
ば
。
幾
度
も
消
し
て
仕
直
す
。
待
ち
人
の
」
が
省
か
れ

て
い
る（
後
述
の
放
送
録
音
も
同
断
）。
誤
読
を
惹
き
起
こ
す
可
能
性
は
低
い
と
し
て
も
、

い
ま
一
つ
文
意
が
つ
か
み
難
い
の
は
、こ
の
省
略
が
原
因
で
あ
る
。
本
来
の
詞
章
に
沿
っ

て
文
章
を
た
ど
れ
ば
、
哥
波
が
「
紙
あ
り
た
け
」
を
繰
り
な
が
ら
「
来
い
来
い
来
い
」

と
占
い
念
じ
て
い
る
の
は
、「
来
ぬ
文
」
で
は
な
く
、「
待
ち
人
」
す
な
わ
ち
義
助
（
池
様
）

で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
見
え
た
さ
う
な
」
に
呼
応
す
る
語
句
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
が
、

「
来
ぬ
文
」
よ
り
「
待
ち
人
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

〽
待
つ
宵
に
。
更
け
行
く
鐘
を
数
ふ
る
は
。
飽
か
ぬ
別
れ
の
鳥
よ
り
も
。
い
と
ど
つ
ら

し
と
来
ぬ
文
を
。
火
箸
に
つ
つ
く
占う

ら
か
た形

も
。
来
い
来
い
来
い
を
紙
あ
り
た
け
。
箒
投
げ

た
り
簪
に
。数
へ
る
畳
の
縁へ

り
ぎ
わ際

に
丁ち

よ
う
ど度

あ
た
り
て
。表
か
ら
呼
び
立
つ
る
間
も
あ
ら
嬉
し
。

見
え
た
さ
う
な
と
立
ち
上
る
。

〽
所
へ
廊
下
を
ガ
ツ
タ
が
た
が
た
。
〽詞

池
様さ

ま

の
お
出
で
ぢ
や
。
哥
波
様さ

ま

。
哥
波
様
〽
と
。

大
声
あ
げ
て
鳴な

る
か
み神

や
。
ど
ろ
ど
ろ
。
よ
ろ
よ
ろ
踏
む
足
も
。
猩
々
の
夢
介
が
。
わ
め
き

に
つ
れ
て
座
に
直
る
。
客
は
浅
草
浅
か
ら
ぬ
仲
良
い
対
の
お
雛
様
。
人
形
さ
ん
と
あ
だ

口
々
。

〽
哥
波
は
打
ち
笑
ひ
。
〽詞

コ
レ
夢
さ
ん
。
こ
の
頃
は
人
形
さ
ん
も
ど
こ
に
や
ら
。
よ
い

お
雛
様
が
出
来
た
げ
な
。
モ
シ
。
そ
れ
で
今
夜
も
遅
い
の
か
え
。
エ
ヽ
憎
ら
し
い
。

〽詞

ア
イ
タ
ヽ
ヽ
ヽ
。

〽詞

サ
ア
。
い
た
か
そ
こ
に
ゐ
さ
ん
せ
。

〽詞

申
し
申
し
。
も
う
口く

ぜ
つ舌

か
え
。
そ
こ
ら
を
酒
で
芥け

し子
人
形
。
わ
つ
さ
り
と
浮う

き

人
形
。

ピ
イ
ピ
イ
や
風
車
。
く
る
ー
り
く
る
り
。
く
る
く
る
く
る
と
飲
ん
で
回
そ
。
サ
ア
旦
那
。

お
始
め
お
始
め
。
お
仕
着
せ
が
相
済
ん
で
。
わ
た
く
し
拝
領
。
満
足
〽
と
。
下し

た
じ地

の
酒

に
又
四
五
杯
。
い
つ
そ
茶
碗
で
ぶ
つ
つ
け
ろ
。
若
い
衆し

ゆ

。
遣や

り

さ
ん
。
お
さ
へ
か
お
手
元
。

お
合
ひ
致
そ
と
。
夢
介
が
回
ら
ぬ
舌
で
ひ
よ
こ
す
か
と
。
〽詞

申
し
旦
那
。
昨
日
に
今
日

は
似
ざ
り
け
り
ぢ
や
。
そ
の
様
子
と
言
つ
ぱ
。
遊ゆ

う
し士

池
様
と
二ふ

た
あ
り人

一
座
で
。
深
川
辺へ

ん

へ

吹
か
れ
行
き
。お
深ふ

か
ま間

様
に
ふ
か
さ
れ
。ふ
か
ふ
か
と
糊の

り
う売

り
婆ば

ば
あ

の
。ヘ
ヽ
口
が
滑
つ
た
。

腐
れ
な
奴
さ
。
大
も
て
大
も
て
。
そ
れ
に
マ
ア
聞
い
て
く
ん
な
さ
り
や
せ
。
ア
ノ
わ
つ

ち
に
女
房
が
あ
る
か
と
聞
い
た
と
思
ひ
な
さ
り
や
せ
。
イ
ヤ
こ
こ
は
一
番
あ
や
な
す
場

と
思
つ
て
。
い
や
い
や
。
お
ら
ア
女
房
も
何な

ん

に
も
な
い
と
言
ふ
た
と
思
ひ
な
さ
り
や
せ
。

そ
こ
で
彼き

や
つ奴

め
が
キ
ツ
と
受
け
取
つ
て
。
エ
ヽ
嘘
ば
つ
か
り
と
言
ふ
て
。
私
が
顔
を
ピ

ツ
シ
ヤ
リ
と
食
ら
は
し
や
し
た
。
イ
ヤ
も
う
そ
の
痛
さ
。
強
い
奴
さ
ね
え
。
そ
れ
で
も
。

わ
つ
ち
も
負
け
は
し
や
せ
ぬ
。
夜よ

つ
ぴ
と
い

一
夜
相
撲
と
つ
て
大
勝
ち
。
大
勝
ち
。
〽
お
相
撲
。

西
の
方か

た
や屋

に
お
い
て
。
〽詞

て
れ
つ
く
馬う

ま

右
衛
門
。
豆
が
過
ぎ
た
か
今
日
の
眠
た
さ
。
〽

こ
の
マ
ア
色
男
に
は
何
が
な
る
。
鳴
ら
ぬ
太
鼓
の
ど
ん
臭
い
。
酒
臭
い
と
。
問
は
ず
語

り
に
口く

ぜ
つ舌

の
種
を
巻
き
舌
や
。
足
も
し
ど
ろ
に
。
よ
ろ
よ
ろ
よ
ろ
。
〽詞

ウ
イ
ヽ
。
ア
ヽ

酔よ

ひ
や
し
た
。
向
ふ
の
亀き

つ
こ
う甲

屋
へ
チ
ヨ
ツ
と
見
舞
ふ
て
参
り
や
し
よ
。
〽
お
暇
申
す
方
々

よ
。
〽詞

コ
レ
コ
レ
若
い
衆し

ゆ

。
遣や

り
し
ゆ衆

。
旦
那
を
頼
む
。
ま
た
逢
ふ
ま
で
は
。
さ
ら
ば
。
〽
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と
チ
ヽ
ン
チ
ン
。
ト
ツ
チ
ン
シ
ヤ
ン
。
口
三
味
線
も
不
器
用
に
。
回
り
か
ね
て
ぞ
帰
り

け
る
。

〽
す
ま
ぬ
座
敷
を
見
て
取
る
遣
手
。
〽詞

こ
れ
は
し
た
り
哥
様
。
今
の
夢ゆ

め
す介

が
話
を
誠
に

な
さ
れ
て
お
腹
が
立
つ
な
ら
。
い
つ
そ
お
横
に
。
旦
那
も
一
緒
。
床
は
宵
か
ら
取
つ
て

あ
る
。
し
つ
ぽ
り
と
お
し
げ
り
。
〽
と
皆
々
立
つ
て
下
へ
行
く
。

〽
後
は
互
ひ
に
顔
背
け
。
し
ば
し
は
物
も
言
は
ざ
り
し
が
。

〽
哥
波
は
振
り
返
り
。
〽詞

モ
シ
お
客
さ
ん
。
夕
べ
は
さ
ぞ
お
楽
し
み
。
お
持
て
な
さ
れ

て
面
白
か
ろ
。
そ
り
や
そ
の
筈
さ
。
深
川
と
や
ら
の
小
さ
ん
と
や
ら
言
ふ
結
構
な
お

女じ
よ
う
ろ郎

さ
ん
。
面
白
な
う
て
は
。
わ
し
や
と
う
か
ら
知
つ
て
ゐ
る
ぞ
い
な
。
ほ
ん
に
厚
か

ま
し
い
。
ド
レ
お
顔
お
が
み
や
ん
し
よ
。
サ
ア
顔
を
上
げ
さ
ん
せ
。
サ
ア
ど
れ
。
顔
上

げ
さ
ん
せ
。
ホ
ヽ
ウ
こ
り
や
泣
か
ん
す
か
。
何
が
悲
し
い
。
た
だ
し
は
わ
し
へ
面め

ん
も
く目

無

い
か
。
そ
れ
ほ
ど
小
さ
ん
が
〽
恋
し
い
か
え
。
泣
か
し
や
ん
せ
。
泣
か
し
や
ん
せ
。
そ

の
泣
く
涙
が
深
川
へ
流
れ
て
。
小
さ
ん
が
酌
ん
で
飲
み
や
ら
ふ
ぞ
。
エ
ヽ
ほ
ん
に
言
ふ

で
は
な
け
れ
ど
も
。
ど
こ
へ
ど
う
し
て
行ゆ

か
ん
す
と
は
知
つ
て
ゐ
る
の
に
。
実じ

つ

ら
し
う

黒く
ろ

め
て
わ
し
を
綾あ

や

な
す
の
か
。
こ
な
さ
ん
の
心
意
気
。
さ
う
し
た
も
の
で
は
な
い
わ
い

な
。
私
が
思
ふ
半
分
も
お
前
の
心
に
あ
る
な
ら
ば
。
う
か
う
か
は
ま
り
し
も
本
望
ぢ
や
。

と
は
言
ふ
も
の
の
。
根
が
好
い
た
ゆ
ゑ
。
色
々
と
愚
痴
な
恨
み
に
愛あ

い
そ想

が
尽
き
や
う
。

ど
の
道
か
ら
ど
う
言
ふ
て
も
。
た
だ
こ
な
さ
ん
が
愛い

と

し
い
。
悪
う
聞
い
て
下
ん
す
な
と
。

訳
も
涙
の
口
説
き
言
。
死
ね
死
な
う
と
の
中
で
さ
へ
。
疑
ふ
女
の
な
ら
ひ
に
ぞ
。
粋す

い

も

惚
れ
て
は
野
暮
よ
り
も
。
下
ら
ぬ
こ
と
言
ふ
も
の
な
ら
し
。

〽
男
は
ほ
つ
と
溜
息
つ
き
。
〽詞

ア
ヽ
い
か
に
か
う
し
た
勤
め
す
る
と
て
。
よ
い
機
嫌
な

こ
と
言
や
る
の
。
昨
日
も
話
す
そ
な
た
の
事
。
こ
の
間
よ
り
段
々
と
友
達
を
頼
み
。
親

一
門
へ
色
々
と
言
ふ
て
み
て
も
。
と
か
く
女
房
に
は
さ
せ
ぬ
。
た
つ
て
女
房
に
せ
う
と

言
は
ば
。
子
が
一
人
な
い
と
思
へ
ば
済
む
と
。
と
つ
て
も
つ
か
ず
言
ひ
切
ら
る
る
。
い

ま
家う

ち

を
出
て
は
一
門
へ
も
。
友
達
へ
も
世
間
へ
も
ど
う
し
て
立
た
う
。
〽
ま
た
そ
な
た

を
女
房
に
持
た
い
で
は
。
生
き
て
ゐ
て
も
何
楽
し
み
。
か
ね
て
そ
な
た
と
言
ひ
交
せ
し
。

死
ぬ
る
覚
悟
に
胸
を
据
え
。
書
置
き
ま
で
も
認し

た
た

め
て
。
今
宵
か
ぎ
り
の
こ
の
世
の
名
残
。

今い
ま
は際

の
際き

は

ま
で
そ
の
様
に
疑
ひ
深
い
心
で
は
。
未
来
の
夫
婦
も
覚
束
無
い
と
。
わ
つ
と

泣
け
ば
。

〽
ち
や
つ
と
押
さ
へ
。
〽詞

ア
ヽ
声
が
高
い
声
が
高
い
。
そ
ん
な
ら
今
宵
に
と
ん
と
覚
悟

を
極
め
て
か
。
嬉
し
う
ご
ざ
ん
す
。
か
た
じ
け
な
い
。
そ
れ
で
こ
そ
か
ね
て
の
本
望
。

な
ん
の
マ
ア
疑
ふ
心
が
ご
ざ
ん
せ
う
。
そ
ん
な
ら
少
し
も
早
う
〽
死し

に
よ
う
い

用
意
。
お
前
も
わ

し
も
新
し
う
仕
立
て
て
置
い
た
白
無
垢
を
。
と
も
に
着き

か替
へ
て
死し

に
は
じ恥

を
。
人
に
見
せ
じ

と
た
し
な
み
て
。
死
ぬ
る
若
気
の
哀
れ
さ
よ
。
〽詞

と
て
も
の
事
に
わ
た
く
し
も
。
親
達

や
親
方
衆
。
朋
輩
達
へ
も
筆
一
づ
つ
書
置
き
を
残
し
た
し
。
そ
の
内
に
こ
な
さ
ん
は
。

二
人
の
回
向
未
来
の
縁
。
心
静
か
に
読
誦
を
〽
と
。
涙
し
を
し
を
取
り
出
だ
す
硯
の
墨

の
縁
薄
き
。
こ
の
世
を
捨
て
て
あ
の
世
に
て
長
う
添
は
う
と
。
見
え
も
せ
ぬ
先
を
頼
み

の
夜
も
更
け
て
。
心
細
く
も
書
く
筆
の
命
毛
短
く
な
り
に
け
り
。

　

本
曲
に
関
し
て
は
、
同
一
演
奏
者
に
よ
る
放
送
録
音
（
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
四

日
『
名
流
邦
楽
選
』）
が
存
在
す
る
。
岡
本
文
弥
『
遊
里
新
内
考
』
に
放
送
後
の
新
聞
評

が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
前
半
「
く
だ
ら
ぬ
こ
と
言
ふ
も
の
な

ら
し
」
ま
で
の
、
し
か
も
一
部
に
省
略
の
あ
る
演
奏
時
間
約
二
二
分
の
録
音（

（（
（

で
あ
る
。

と
は
い
え
、
本
作
は
実
演
記
録
の
数
が
少
な
い
。
曲
の
伝
承
に
つ
い
て
考
究
す
る
上
で
、

複
数
の
録
音
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
省
略
の
あ
る
演
奏
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
看

過
で
き
な
い
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
放
送
で
は
、
町
田
嘉
章
（
後
に
佳
声
）
が
解
説
を
担
当
し
て
い
た
。
岡

本
文
弥
と
の
対
談
（
約
三
分
半
）
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
と
な
っ
て
は
半
ば
歴
史
的

な
放
送
録
音
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

　

実
演
記
録
の
情
報
と
し
て
、
収
録
時
の
演
奏
者
の
年
齢
は
欠
か
せ
な
い
も
の
の
一
つ

で
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
記
録
は
、昭
和
三
十
二
年
度
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
録
音
月
日
は
未
詳
な
の
で
、
仮
に
年
内
に
は
収
録
を
完
了
さ
せ
て
い
た
と
し
て
、

同
年
十
二
月
末
日
で
の
満
年
齢
を
示
す
こ
と
の
で
き
る
演
奏
者
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
物
故
順
）。

　
　

二
世
鶴
賀
若
狭
掾　

五
十
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
38
（
一
九
〇
五
）
―
昭
和
（（
（
一
九
六
九
）

　
　

四
世
岡
本
宮
染　

五
十
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
38
（
一
九
〇
五
）
―
昭
和
53
（
一
九
七
八
）

　
　

五
世
富
士
松
魯
遊　

五
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
3（
（
一
八
九
九
）
―
昭
和
55
（
一
九
八
〇
）

　
　

鶴
賀
須
磨
太
夫　

五
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
35
（
一
九
〇
二
）
―
平
成
5
（
一
九
九
三
）

　
　

岡
本
文
弥　

六
十
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
（8
（
一
八
九
五
）
―
平
成
8
（
一
九
九
六
）

　
　

二
世
岡
本
宮
之
助　

四
十
六
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
明
治
（（
（
一
九
一
一
）
―
平
成
1（
（
二
〇
〇
五
）

　

遺
憾
な
こ
と
が
ら
、
鶴
賀
鶯
中
、
鶴
賀
繁
三
郎
、
富
士
松
魯
洲
、
富
士
松
喜
久
次
郎

の
情
報
を
欠
い
て
い
る
。
大
方
の
ご
教
示
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　　

本
稿
で
取
り
上
げ
た
新
内
節
四
曲
の
レ
コ
ー
ド
は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
が
所
蔵
す

る
音
声
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
音
盤
目
録
』
で
所
蔵
を
公
開
し
て
き
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー

ド
な
ど
と
同
様
に
、東
京
文
化
財
研
究
所
内
（
資
料
閲
覧
室
）
で
の
試
聴
は
可
能
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
こ
れ
ま
で
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
、
入
手
が
可
能
と
な
っ
た
記
録
（
録
音
）
に
、
昭
和

二
十
五
年
度
製
作
「
狂
言
小
謡
」（
茂
山
弥
五
郎
）、
同
年
度
製
作
「
地
唄
」（
富
崎

春
昇
）、
二
十
六
年
度
製
作
「
能
の
囃
子
」（
川
崎
九
淵
・
幸
祥
光
・
藤
田
大
五
郎

ほ
か
）、
同
年
度
製
作
「
義
太
夫
節
」（
豊
竹
山
城
少
掾
）
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）
重
複
が
一
枚
あ
る
の
で
、
正
確
な
所
蔵
数
は
七
枚
。
注
19
参
照
。

（
3
）
昭
和
三
十
四
年
度
製
作
「
不
心
底
闇
鮑
」「
若
衆
の
夜
鷹
」「
明
烏
後
正
夢
」「
道

行
花
島
台
」「
里
空
夢
夜
桜
」「
子
宝
三
番
叟
」
は
東
京
文
化
財
研
究
所
未
所
蔵
。

（
（
）『
徳
川
文
芸
類
聚　

第
九
』
所
収
『
新
内
節
正
本
集
』
の
例
言
（
執
筆
・
高
野
辰
之
）

に
、「
新
内
節
の
語
り
物
は
二
百
段
に
も
上
る
べ
し
と
い
ふ
。〈
中
略
〉
現
時
行
は

る
ゝ
も
の
ゝ
数
ま
た
甚
だ
尠
し
。
今
、
明
烏
、
蘭
蝶
、
尾
上
伊
太
八
等
斯
流
の
代

表
曲
を
主
と
し
て
凡
そ
二
十
曲
を
輯
め
た
る
も
の
こ
れ
な
り
。
詞
章
は
鶴
賀
若
狭

掾
の
自
作
に
係
る
も
の
多
し
と
伝
ふ
れ
ど
明
か
な
ら
ず
」。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp

）
で
、
鶴
賀
若
狭
掾
の
正
本
（
稽
古

本
）二
〇
作
四
一
点
の
閲
覧
が
可
能
。『
廓
文
章
』『
傾
情
音
羽
滝
』『
恋
衣
対
白
無
垢
』

は
、
各
上
巻
の
表
紙
見
返
し
に
「
鶴
賀
若
狭
掾
直
伝
」。
も
と
よ
り
、
こ
れ
だ
け
で

は
作
者
で
あ
る
こ
と
の
確
証
た
り
得
な
い
。『
帰
咲
名
残
命
毛
』
に
つ
い
て
、
岡
本

文
弥
『
定
本
新
内
集
』
は
「
鶴
賀
創
立
以
前
の
富
士
松
志
賀
太
夫
本
な
ど
が
あ
り
、

初
代
鶴
賀
若
狭
掾
作
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、確
証
は
な
い
の
で
す
」と
す
る
が
、

若
狭
掾
に
よ
る
明
和
頃
の
作
と
解
説
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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（
5
）
魯
中
本
『
廓
文
章
』
に
つ
い
て
は
、
岡
本
文
弥
『
新
内
浄
瑠
璃
古
正
本
考
』
で
、

表
紙
に
記
さ
れ
た
太
夫
や
三
味
線
弾
き
の
連
名
を
根
拠
に
、安
政
四
年（
一
八
五
七
）

頃
の
刊
行
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
（
主
に
国
立
小
劇
場
と
国
立
文
楽
劇
場
）
に
よ
る
人
形

浄
瑠
璃
文
楽
公
演
、
そ
の
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
床
本
の
体
裁
に
な
ら
っ
た
。

（
（
）
日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新
内
全
集
』
の
浄
瑠
璃
詞
章
の
体
裁
に
な
ら
っ
た
。

（
8
）
第
二
面
は
「
ド
タ
ド
タ
降
り
る
箱
梯
子
」
ま
で
。
録
音
に
第
三
面
冒
頭
と
の
重

複
は
な
い
。

（
9
）上
演
に
際
し「
尾
上
伊
太
八
」を
、上
と
下
に
分
け
る
こ
と
が
あ
る
。演
奏
者
に
よ
っ

て
、下
の
語
り
出
し
を
「
後
に
尾
上
は
伊
太
八
が
顔
つ
く
づ
く
と
」
に
す
る
場
合
と
、

「
逢
ひ
初
め
て
よ
り
一
日
も
」
に
す
る
場
合
が
あ
る
。

（
10
）
語
り
出
し
の
一
節
「
廓
評
判
と
り
ど
り
の
」
は
若
狭
掾
が
語
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

（
11
）『
新
内
名
曲
選
〔
二
〕』
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
に
収
録
。
鶴
賀
徳
之
助
の
浄
瑠
璃
、
新
内

仲
三
郎
の
三
味
線
、
新
内
勝
史
郎
の
上
調
子
。
収
録
時
間
は
六
二
分
四
八
秒
。

（
1（
）
初
出
は
一
九
六
九
年
発
売
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
、
現
在
は
Ｃ
Ｄ
『
古
典
芸
能
セ

レ
ク
シ
ョ
ン　

新
内
』
ビ
ク
タ
ー
に
収
録
。
岡
本
文
弥
の
浄
瑠
璃
、
四
代
目
岡
本

宮
染
の
三
味
線
、
二
代
目
岡
本
宮
之
助
の
上
調
子
。
収
録
時
間
は
四
八
分
五
七
秒
。

（
13
）
上
の
巻
と
下
の
巻
で
Ｌ
Ｐ
二
枚
組
（
ビ
ク
タ
ー　

一
九
八
〇
年
）。
第
二
面
の
終

り
近
く
「
後
に
尾
上
は
伊
太
八
が
」
か
ら
を
下
の
巻
と
す
る
。
浄
瑠
璃
は
富
士
松

小
照
。
上
の
巻
は
、
富
士
松
菊
三
郎
の
三
味
線
、
富
士
松
亀
明
の
上
調
子
。
下
の

巻
は
、
新
内
勝
一
郎
の
三
味
線
、
新
内
勝
史
郎
の
上
調
子
。
収
録
時
間
は
一
二
三

分
〇
九
秒
。
未
聴
。

（
1（
）
岡
本
文
弥
・
岡
本
宮
そ
の
・
岡
本
美
弥
子
の
浄
瑠
璃
、
五
代
目
岡
本
宮
染
の
三

味
線
、三
代
目
岡
本
宮
之
助
の
上
調
子
。公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
収
載
の
詞
章
に
拠
れ
ば
、

伊
太
八
の
出
「
世
の
中
の
儘
に
な
ら
ぬ
を
浮
世
と
は
」
か
ら
の
演
奏
。

（
15
）
富
士
松
小
照
の
浄
瑠
璃
、
新
内
勝
一
郎
の
三
味
線
、
鶴
賀
伊
勢
一
郎
の
上
調
子
。

公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
収
載
の
詞
章
に
拠
れ
ば
、
喜
助
「
か
う
言
ふ
た
な
ら
叱
ら
ん
せ

う
か
は
」か
ら
尾
上「
案
じ
ゐ
る
こ
そ
道
理
な
れ
」を
省
略
。
こ
の
時
の
公
演
で
は
、

「
後
に
尾
上
は
伊
太
八
が
」
か
ら
を
「
下
」
と
し
、
富
士
松
佐
賀
吉
の
浄
瑠
璃
、
新

内
勝
鳳
の
三
味
線
、
新
内
勝
志
壽
の
上
調
子
で
上
演
。

（
16
）
注
13
参
照
。

（
1（
）例
え
ば
、喜
助
の
詞「
お
前
の
心
意
気
を
。ち
よ
び
と
モ
ン
サ
イ
で
洒
落
や
ん
せ
う
」

を
省
略
。「
モ
ン
サ
イ
」
は
「
祭
文
」
の
倒
語
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
喜
助
の
詞
「
お

さ
ん
殿
。
お
休
み
。
お
さ
ん
ば
え
」を「
お
さ
ん
殿
。
お
休
み
。
お
休
み
」に
変
更
。

「
お
さ
ん
ば
え
」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
不
立
項
。
日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新

内
全
集
』
は
頭
注
で
「
お
さ
ら
ば
」
の
転
訛
と
解
説
。

（
18
）
第
二
面
は
「
そ
ら
さ
ぬ
体
に
て
ゐ
た
り
け
り
」
ま
で
。
録
音
に
第
三
面
冒
頭
と

の
重
複
は
な
い
。

（
19
）
東
京
文
化
財
研
究
所
は
、
新
内
節
「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
の
異
盤
と
さ
れ
る
文
化

財
保
存
レ
コ
ー
ド
、
三
〇
セ
ン
チ
Ｌ
Ｐ
【3（-（83

】
を
所
蔵
す
る
が
、【3（-（81

】

と
同
一
の
音
盤
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
（0
）
拙
稿
「『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
』
索
引
」（『
伝
統
芸
能
の
特
殊
な
上
演
に
関

す
る
調
査
研
究
』
東
京
文
化
財
研
究
所　

二
〇
〇
六
年
三
月
）
参
照
。

（
（1
）宮
薗『
夕
霧
由
縁
の
月
見
』、富
本『
春
夜
障
子
梅
』、常
磐
津『
其
扇
屋
浮
名
恋
風
』、

清
元
『
翻
詞
廓
文
章
』
な
ど
。

（
（（
）『
日
本
歌
謡
集
成　

巻
十
一　

近
世
篇
』
に
再
録
。

（
（3
）
文
化
財
保
存
レ
コ
ー
ド
を
例
に
と
る
と
、
現
行
の
「
夕
霧
伊
左
衛
門
」
に
相
当

す
る
「
無
慙
や
な
夕
霧
は
」
か
ら
の
演
奏
時
間
は
約
三
九
分
半
。
こ
の
内
、
夕
霧

の
ク
ド
キ
「
夕
霧
涙
も
ろ
と
も
に
」
か
ら
「
色
香
争
ふ
如
く
な
り
」
は
二
二
分
弱
。

一
つ
の
ク
ド
キ
だ
け
で
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

（
（（
）『
日
本
古
典
音
楽
大
系　

第
七
巻　

常
磐
津
・
富
本
・
清
元
・
新
内
』
講
談
社
に
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1（1

夕
霧
伊
左
衛
門
物
を
題
材
と
し
た
「
豊
後
諸
派
の
聴
き
分
け
方
」
を
収
録
。
新
内

節
の
事
例
と
し
て
使
用
さ
れ
た
演
奏
は
文
化
財
保
護
委
員
会
作
成
記
録
と
同
一
音

源
。
例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
語
り
出
し
及
び
ク
ド
キ
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
。

（
（5
）
初
出
は
一
九
六
六
年
発
売
の
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
、
現
在
は
Ｃ
Ｄ
『
古
典
芸
能
セ

レ
ク
シ
ョ
ン　

新
内
』
ビ
ク
タ
ー
に
収
録
。

（
（6
）『
岡
本
文
弥
・
新
内
古
曲
集
』
テ
イ
チ
ク
に
収
録
。

（
（（
）
渥
美
清
太
郎
『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
』、系
統
「
ア
ワ
シ
マ
（
粟
島
）」
参
照
。

（
（8
）
演
奏
時
間
は
『
国
立
劇
場
30
年
の
公
演
記
録　

Ｉ
国
立
劇
場
篇
』
に
拠
る
。

（
（9
）岡
本
文
弥『
遊
里
新
内
考
』、「
私
の
ほ
か
こ
れ
を
演
奏
し
た
事
実
を
知
り
ま
せ
ん
」。

（
30
）
東
京
文
化
財
研
究
所
は
エ
ア
チ
ェ
ッ
ク
音
源
で
所
蔵
。

《
主
要
参
考
文
献
》

文
化
財
保
護
委
員
会
編
『
文
化
財
保
護
の
歩
み
』
一
九
六
〇
年
十
一
月

『
放
送
文
化
財
保
存
目
録
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
放
送
文
化
研
究
所　

一
九
八
一
年
三
月

『
国
立
劇
場
30
年
の
公
演
記
録　

Ｉ
国
立
劇
場
篇
』

日
本
芸
術
文
化
振
興
会　

一
九
九
六
年
九
月

『
徳
川
文
芸
類
聚　

俗
曲
上　

第
九
』
国
書
刊
行
会　

一
九
一
五
年
一
月

日
本
音
曲
全
集
『
富
本
及
新
内
全
集
』
日
本
音
曲
全
集
刊
行
会　

一
九
二
七
年
九
月

日
本
音
曲
全
集
『
古
曲
全
集
』
日
本
音
曲
全
集
刊
行
会　

一
九
二
七
年
十
二
月

日
本
名
著
全
集
『
歌
謡
音
曲
集
』
日
本
名
著
全
集
刊
行
会　

一
九
二
九
年
十
一
月

渥
美
清
太
郎
『
系
統
別
歌
舞
伎
戯
曲
解
題
』
日
本
芸
術
文
化
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　

二
〇
〇
八
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　
　

二
〇
一
〇
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
の
一　

二
〇
一
一
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
の
二　

二
〇
一
二
年
一
月

岡
本
文
弥
『
遊
里
新
内
考
』
同
成
社　

一
九
六
七
年
三
月

岡
本
文
弥
『
定
本
新
内
集
』
同
成
社　

一
九
六
九
年
二
月

岡
本
文
弥
『
新
内
浄
瑠
璃
古
正
本
考
』
同
成
社　

一
九
七
九
年
五
月

藤
根
道
雄
『
藤
根
道
雄
遺
稿
集
』
藤
根
道
雄
遺
稿
集
刊
行
会　

一
九
七
四
年
三
月

Ｌ
Ｐ
『
岡
本
文
弥
・
新
内
古
曲
選
』
テ
イ
チ
ク　

一
九
八
一
年
二
月

Ｌ
Ｐ
『
日
本
古
典
音
楽
大
系　

第
七
巻　

常
磐
津
・
富
本
・
清
元
・
新
内
』

講
談
社　

一
九
八
二
年
三
月

Ｌ
Ｐ
『
新
内
名
曲
選
〔
二
〕』
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ　

一
九
八
二
年
十
一
月

Ｌ
Ｐ
『
新
内
名
曲
選
〔
五
〕』
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ　

一
九
八
四
年
三
月

Ｃ
Ｄ
『
古
典
芸
能
ベ
ス
ト
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン　

新
内
』

ビ
ク
タ
ー
・
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト　

二
〇
一
四
年
三
月



− 31 −

1（0

Four Repertories of Shinnai-bushi:
Recorded in 195（ by the Cultural Properties Protection Committee

Ijima  Mitsuru

　　The Cultural Properties Protection Committee (forerunner of the Agency for Cultural Affairs) 

made recordings of shinnai-bushi in fiscal years 195（ and 1959 as part of the project for the 

safeguarding of cultural properties. Tokyo National Research Institute for Cultural Properties owns 

records of four repertories produced in 195（. Since the existence of these records was not known 

until now, their contents will be introduced here.

　　Shinnai-bushi was selected on March 30, 195（ as “an intangible cultural property for which 

measures such as recording should be taken” in accordance with the Law for the Protection of 

Cultural Properties. It is with this selection that shinnai-bushi came to be recorded. The following 

four repertories were recorded in 195（: “Kaerizaki nagorino inochige” by Tsuruga Wakasanojo II 

and others, “Kuruwa bunsho” by Fujimatsu Royu V and others, “Keisei Otowanotaki” and 

“Koigoromo tsuino shiromuku” by Okamoto Bunya and others. They are all classic shinnai-bushi 

said to have been composed by Tsuruga Wakasanojo I (1（1（-1（86)

　　It is considered that parts that were recorded are those transmitted by the performers at the 

time of the recording to the fullest. They are valuable recordings of actual performances.      


